
大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

岡山商科大学

専願入試特待生制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

全学部学科対象

①専願入試特待生制度A
 【対象入試】指定校推薦入試、特別指定校推薦入試、専門能力推薦入試A、B
 【適用基準】出願時の学習成績の状況（旧：評定平均値）が4.9～5.0
②専願入試特待生制度B
 【対象入試】指定校推薦入試、特別指定校推薦入試、専門能力推薦入試A、B
 【適用基準】出願時の学習成績の状況（旧：評定平均値）が4.4～4.8
③専願入試特待生制度C
 【対象入試】指定校推薦入試、特別指定校推薦入試
 【適用基準】出願時の学習成績の状況（旧：評定平均値）が4.0～4.3

免除・減免

①専願入試特待生制度A：授業料1/2免除（4年間）
②専願入試特待生制度B：授業料1/4免除（4年間）
③専願入試特待生制度C：授業料1/6免除（4年間）

①、②、③：4年間
※2年次以降は特待生資格
について継続審査あり。前年
度の学業成績が所属学科全
体の上位1/4以内に満たな
い場合、特待生資格の継続
は認められない。

①、②、③：人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

岡山商科大学

資格取得特待生制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

全学部学科対象

①資格取得特待生制度A
②資格取得特待生制度B
 【対象入試】一般公募制推薦入試、一般入試、大学入学共通テスト利用入試
 【適用条件】出願時に本学が指定する資格を取得している場合

免除・減免

①資格取得特待生制度A：授業料1/2免除（4年間）
②資格取得特待生制度B：1年次前期授業料免除

①4年間
※2年次以降は特待生資格
について継続審査あり。前年
度の学業成績が所属学科全
体の上位1/4以内に満たな
い場合、特待生資格の継続
は認められない。
②1年次前期

①、②人数制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

岡山商科大学

特待生特別奨学制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

全学部学科対象

入学試験で優秀な成績を収めた場合
【対象入試】一般公募制推薦入試、一般入試、大学共通テスト利用入試

免除・減免

1年次前期授業料免除

１回限り 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

岡山商科大学

経済学部特待生特別奨学制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

経済学部対象

【適用条件】入学試験で優秀な成績を収めた場合
【対象入試】大学共通テスト利用入試後期日程（経済学部特別入試） 免除・減免

授業料1/2免除（4年間） 4年間
※2年次以降は特待生資格
について継続審査あり。前年
度の学業成績が所属学科全
体の上位1/4以内に満たな
い場合、特待生資格の継続
は認められない。

地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

川崎医療福祉大学
川崎医療福祉大学学費減免制度 その他 家計急変事由発生時より6ヶ月以内 その他 授業料減免

１年～４年生の全学部生対象

学業が優秀であると認められ、修学の熱意があるにも関わらず、家計急変等により学費の納入が著しく困難になった者
免除・減免

春学期又は秋学期の学費の全額または半額

再申請により2回まで減免 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生課及び教務課 条件有りで併用可 併用可

川崎医療福祉大学
川崎医療福祉大学災害救助法適用地域における被災学生に対する学費減免
特別措置

その他 原則として災害発生時より1ヶ月以内 その他 授業料減免

１年～４年生の全学部生対象

国が災害救助法を適用した地域において被災し、学費の納入が著しく困難になった者
免除・減免

春学期又は秋学期の学費の全額

1回限り 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生課及び教務課 条件有りで併用可 併用可

川崎医療福祉大学 在学生兄弟姉妹入学金減免制度 入学後 その他 入学金減免
「川崎医療福祉大学」・「川崎医療短期大学」・「川崎リハビリテーション学院」のいずれかに在籍（入学日時点）している学生（大学院は除く）の兄弟姉妹が、入学し
た者。

免除・減免
入学金の半額

1回限り 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 併用可

川崎医療福祉大学
川崎医療福祉大学奨学金 随時 学費支援

１年～４年の全学部生対象

経済的事情により、学資の支弁が困難であると認められ、品行方正、学力優秀であると認められる者
貸与奨学金

年額30万円
１年間

若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

川崎医療福祉大学

川崎学園看護学生奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

1年～4年生の保健看護学科学生対象

①学業成績優秀で心身ともに健全である者。
②卒業と同時に川崎学園の運営する病院に看護師もしくは助産師として就職できる者。
※一定期間勤務で返還免除

貸与奨学金
免除・減免

年額36万円

標準修業年限48ヶ月 条件を満たす者全員 地域の制限なし 川崎学園　人事課 併用可 併用可

川崎医療福祉大学
川崎医療福祉大学災害救助法適用地域における被災者に対する入学金等減
免特別措置

学校出願時 その他
入学検定料並びに入学した場合の入学金について、
それぞれ半額

新入生（全学部）対象

当該入学試験日の属する年度に発生した災害により、国が災害救助法を適用した地域において被災した者が、本学の入学試験を受験し、合格後入学を希望する
者

免除・減免

入学検定料並びに入学した場合の入学金について、それぞれ半額

条件を満たす者全員 地域の制限なし 入試課 条件有りで併用可 併用可

吉備国際大学

①特待生S、②特待生A、③特待生B、④特待生C、⑤子弟入学 その他
①②③④申請の必要なし
⑤入学時までに「子弟入学申込書」、本人との続柄が分かる書類（戸籍
抄本等）を提出

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

新入生対象

①②③④　各入試の成績上位者から選考する。

①全学部[一般選抜前期A－Ⅰ方式、大学共通テスト利用（前期）]
②全学部[一般選抜前期A－Ⅰ方式、一般選抜前期A－Ⅱ方式（総合評価型）、大学共通テスト利用（前期）]
　社会科学部、看護学部、人間科学部、アニメーション文化学部[特別推薦Ⅰ・Ⅱ（スポーツ推薦）]
　外国語学部[特別推薦Ⅰ（自己推薦）]、推薦総合選抜Ｂ日程
③全学部[一般選抜前期A－Ⅰ方式、一般選抜前期A－Ⅱ方式（総合評価型）大学共通テスト利用（前期）]
　社会科学部、看護学部、人間科学部、アニメーション文化学部[特別推薦Ⅰ・Ⅱ（スポーツ推薦）]
　外国語学部[特別推薦Ⅰ（自己推薦）]、推薦総合選抜Ｂ日程
④農学部、外国語学部[一般選抜前期Ｂ方式、一般選抜中期]

　
⑤全学部　下記のいずれかに該当する者
（1）父親または母親が、本学園設置校を卒業している方
（2）兄弟、姉妹が本学園設置校を卒業または在学中の方
（3）兄弟、姉妹が同一学年に同時に入学する場合のどちらか1名

※学園設置校
　吉備国際大学、順正高等看護福祉専門学校（順正高等看護専門学校）、
　九州保健福祉大学、九州保健福祉大学総合医療専門学校、
　[順正短期大学]、[吉備国際大学短期大学部]

免除・減免

①授業料全額免除
②50万円
③30万円
④30万円
⑤入学金半額免除

①１年間　継続有　（最長４年
間減免）
②１年間　継続有　（最長４年
間減免）
③１年間　継続有　（最長４年
間減免）
④１年間　継続無
⑤１回限り

①②③④⑤　人数制限なし 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

くらしき作陽大学 くらしき作陽大学・作陽短期大学特待生制度(新入生対象) 学校出願時 特待生・成績優秀者
本学に入学する学生で、特に優れた能力を持つと判断された場合、または人物・学業ともに優秀と判断された場合に入学金や授業料の一部が給付される制度。

免除・減免
入学金や授業料の一部

１年間 若干名 地域の制限なし 入試広報室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

くらしき作陽大学
くらしき作陽大学・作陽短期大学特待生制度(在学生対象) 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

本学の在学生(大学院を除く)で、特に優れた能力を持つと判断された場合、または人物・学業ともに優秀と判断された場合に授業料の一部が給付される制度。
免除・減免

授業料の一部

1年間
若干名 地域の制限なし 学生支援室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

くらしき作陽大学
くらしき作陽大学・作陽短期大学卒業生の子の入学金減免制度 入学後 入学金・授業料減免

新入学生(大学院生・専攻科生を除く)の保護者(戸籍上の両親)が、本学(くらしき作陽大学・作陽短期大学)の卒業生である場合に入学金を還付する制度。
免除・減免

入学金に準ずる額
入学時のみ

制限なし
地域の制限なし 学生支援室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

くらしき作陽大学 松田藤子記念奨学金 随時 学費支援
本学創立者の遺志に基づき、卒業年度において学費支持者の死亡、自然災害等により学費納入が著しく困難と認められる者に、別に定める額を給付。

給付奨学金
該当学科一年分の授業料、教育運営費

卒業年次 若干名 地域の制限なし 学生支援室 併用可 併用可

くらしき作陽大学
高等教育の修学支援制度による授業料減免 随時 入学金・授業料減免

国による「高等教育の修学支援制度」に基づく住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯である学生に対し、授業料等の減免を行う制度です。申し込み資格は日本
学生支援機構の給付型奨学金制度の認定を受けた学生です。 免除・減免

日本学生支援機構の給付型奨学金制度の支援区分に準ずる 日本学生支援機構の給付型
奨学金制度の認定された期
間

制限なし 地域の制限なし 学生支援室 併用可 条件有りで併用可

くらしき作陽大学
くらしき作陽大学・作陽短期大学教育ローン利子補給奨学金制度 在学中 1年生から4年生 その他 借り入れ金に係る利子補給

本学の学生のうち、経済的な理由により学費納入が困難なため、保護者等の学費支持者が本学の指定する金融機関等から教育ローンの融資を受けた場合に学費
相当額の在学中における借入金に係る利子を奨学金として学校が支給する制度。 免除・減免

学費相当額の在学中における借入金に係る利子
在学期間中 若干名 地域の制限なし 学生支援室 併用可 併用可

くらしき作陽大学
くらしき作陽大学・作陽短期大学兄弟姉妹が同時に在学する場合の授業料減
免制度

在学中 1年生から4年生 入学金・授業料減免

生計を一つにする戸籍上の兄弟姉妹が同時に本学(くらしき作陽大学・作陽短期大学)に在学する場合、同時に在学する期間、2人目以降の学生の授業料の半額を
還付する制度。

免除・減免

授業料の一部
兄弟姉妹が同時に在学して
いる期間 制限なし 地域の制限なし 学生支援室 併用不可 条件有りで併用可

山陽学園大学 山陽学園大学・山陽学園短期大学協助会奨学金 在学中 当該年度 学費支援
本学に在籍し、経済的理由により就学が困難であると認められた者

貸与奨学金
月額40，000円まで

地域の制限なし 事務部 併用可

山陽学園大学
特別奨学生制度（新入生） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象】新入生
【学部】全学部
【選考】①学校推薦型選抜（指定校制）、②一般選抜Ⅰ期、③大学入学共通テスト利用Ⅰ期受験者で特別奨学生を希望する者のなかから選考

給付奨学金

【看護学部】①③年額40万円、②年額80万円又は40万円
【総合人間学部、地域マネジメント学部】①年額50万円又は25万円、②③年額25万円 １年間 若干名 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学
兄弟姉妹入学における授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

学校法人山陽学園の設置する学校（山陽学園大学・山陽学園短期大学・山陽学園高等学校・山陽学園中学校）に在籍する者の兄弟姉妹関係者が新たに山陽学園
大学・山陽学園短期大学に入学する場合、当該入学者に係る授業料について減免する。 免除・減免

看護学部　年額26万円
総合人間学部・地域マネジメント学部　年額16万円 人数制限なし 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学
特別奨学生制度（在学生対象） 在学中

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

前年度の学業成績優秀者等の中から選考。
給付奨学金

【看護学部】年額80万円又は40万円
【総合人間学部、地域マネジメント学部】年額50万円又は25万円 1年間（更新制） 若干名 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学
看護学部特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜Ⅰ期受験者のうち、学力・人物ともに特に優秀な者。
給付奨学金

全学費
4年間（更新制） 採用限度１名 地域の制限なし 入試部 併用不可

山陽学園大学 沖縄等遠隔地学生支援奨学金１ その他 申込不要 入学金・授業料減免
沖縄等遠隔地出身者全員を対象。

免除・減免
入学金免除

人数制限なし 地域の制限なし 入試部 併用可

山陽学園大学
沖縄等遠隔地学生支援奨学金２ その他 申込不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

沖縄等遠隔地出身者で、学力・人物ともに特に優秀な者。

免除・減免

看護学部　年額40万円
総合人間学部・地域マネジメント学部　年額25万円 人数制限なし 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学

商業・工業・農業系資格特待生制度 学校出願時
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象学部：地域マネジメント学部
対象者：全国商業高校長協会主催の検定で、3種類以上で1級合格した者
　　　　全国工業高校長協会主催のジュニアマイスターシルバー以上の称号を授与された者
　　　　全国農業高校長協会主催のアグリマイスターシルバー以上の称号を授与された者
手続：出願の際、合格証書、認定書などの写しを提出書類に同封する。
備考：本学合格後、入学までに資格を取得した場合も対象となる。

免除・減免

入学金15万円

人数制限なし 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学
英語資格特待生制度 随時

入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象学部：総合人間学部、地域マネジメント学部
実用英語技能検定、TOEIC、TOEFL iBT、Cambridge英語検定、GTEC CBTの資格取得者で、本学の規定するLevelによる。詳細は学生募集要項等に掲載。入学後
に資格を取得した場合も対象となる。

免除・減免

本学の規定するLevelにより、授業料を20万円～最大40万円を減額。
英検準2級取得者は入学金を10万円減額する。 人数制限なし 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学

情報処理系資格特待生制度 入学手続時
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

対象学部：総合人間学部（ビジネス心理学科）
対象者：情報・数学系資格取得者
対象資格：基本情報技術者試験、応用情報技術者試験、ITパスポート試験、数学検定２級以上
手続：出願の際、合格証書の写しを提出書類に同封する。
備考：本学合格後、入学までに資格を取得した場合も対象となる。

免除・減免

基本・応用情報技術者試験取得者は入学金を全額免除
ITパスポート試験・数学検定２級以上取得者は入学金を１５万円減額

人数制限なし 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

山陽学園大学 学校推薦型選抜（スポーツ・文化活動）入学特待生制度 その他 申込不要 入学金・授業料減免
総合人間学部、地域マネジメント学部の学校推薦型選抜（スポーツ・文化活動）による入学者は、入学金を10万円減額する。

免除・減免
10万円

人数制限なし 地域の制限なし 入試部 条件有りで併用可

就実大学
就実の木奨学会 その他 ５月及び１０月 その他

・学修の支援
・勉学に特に熱意があると認めた学生に対する

全学部・全学科　1年生～4年生、薬学部は6年生まで対象。
１年次１０月以降 給付奨学金

上限18万円
採用時に給付、使途計画に
そって使用

１０名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

就実大学
経済修学支援奨学金 その他 １月下旬～２月上旬頃、６月下旬～７月上旬頃 学費支援

【対象】
　・全学年
　・学部対象
　・他の制度により該当年度の授業料の減免を受けていない学生

免除・減免

人文・教育・経営　２８５，０００円
薬学　　　　　　　７６５，０００円
短期大学　　　　　２４０，０００円

前期または後期いずれかの
半期分、授業料の減免

若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

就実大学

学術・文化・スポーツ奨励金 その他 ５月上旬 課外活動支援制度

【対象】
　・全学年、全学科

【条件】
　・大学公認のクラブ・同好会としての活動でないこと
　・学生の自主的・自発的な活動であること

給付奨学金

必要経費1/2の支援で、上限10万円まで

採用時に支給 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

就実大学
海外留学支援奨学金 その他 ４月・９月～１０月の２回 留学費用支援制度

成績と人物、家庭の経済状況
給付奨学金

人文科学部・教育学部・経営学部：２８５，０００円
若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

就実大学
特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

全学部・全学科　１年生～４年生、薬学部は６年生まで対象。

免除・減免

人文科学部・教育学部・経営学部：年額285,000円
薬学部：年額459,000～１，５３０，０００円　および　入学金0～270,000円

入学時から卒業時まで。ただ
し、所定の条件を満たさな
かった場合は各学年末で権
利を失う。

人文科学部・教育学部：各学科５
名以内
経営学部：１０名以内
薬学部：人数制限なし

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学 清心ブルー＆ゴールド奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

授業料４年間全額（ただし、学部２年生以降、毎年継続審査あり）

免除・減免

一般選抜３教科型及び２教科型の合格者のうち，成績上位者（出願時点で自動エントリー）

４年間
各学科入学定員の5％程度（一
般選抜３教科型及び２教科型の
採用人数の合計）

地域の制限なし 学務部 学生係 条件有りで併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学

ノートルダム奨学賞 学校出願時 特待生・成績優秀者
①授業料４年間年額の４分の１

免除・減免
姉妹校・カトリック校推薦選抜の合格者のうち、成績上位者（出願時点で自動エントリー）

３名以内 地域の制限なし 学務部 学生係 併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学 新入生支援奨学金 入学後 学費支援

学部１年生（高等教育の修学支援制度の採用者は除く）

給付奨学金

授業料年額の４分の１ ①学修意欲が高い者
②生計維持者の前年度所得
証明に記載されている金額
が本学の定める家計基準以
下の者

申請資格を満たした者 地域の制限なし 学務部 学生係 併用不可 併用可

ノートルダム清心女
子大学 クビリー奨学金 入学後 学費支援

２年～4年生の学部学生対象

①高等教育の修学支援制度の採用者
②生計維持者の前年度所得証明に記載されている金額が本学の定める家計基準以下の者

給付奨学金

授業料年額の２分の１（高等教育の修学支援制度の採用者は授業料年額４分の１）

１年間 60名 地域の制限なし 学務部 学生係 条件有りで併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学 大学院クビリー奨学金 入学後 学費支援

大学院生対象

主たる家計支持者の前年度所得証明に記載されている金額が本学の定める家計基準以下の者
給付奨学金

授業料年額の２分の１

１年間 15名程度 地域の制限なし 学務部 学生係 併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学

災害支援奨学金 随時 被災者資金支援
学部生及び大学院生

免除・減免
学費の全額または２分の１

当該期間 申請資格を満たした者全員 地域の制限なし 学務部 学生係 条件有りで併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学 緊急・応急奨学金 随時 学費支援

学部生及び大学院生

①学費の全額または２分の１ 免除・減免

①申請資格を満たした者全員
②学修意欲が高い者
③主たる家計支持者の前年度所得証明に記載されている金額が本学の定める家計基準以下
の者

原則として、在学中１回に限
る

申請資格を満たした者全員 地域の制限なし 条件有りで併用可 併用可

ノートルダム清心女
子大学

海外留学生奨学金 入学後 留学費用支援制度
100万円（上限）：当該派遣先大学と本学授業料の差額

給付奨学金
本学協定大学への留学が認められた者

①年１回 10名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用可

美作大学
学業成績特待生 その他

特待生・成績優秀者
学費支援

各高校の成績優秀者で高校推薦を受けた受験生が対象で、入学試験の成績状況に基づき採否審査を行います。採用期間は1年で、成績状況により連続採用可
能。特別入学指定校奨学金との併用は不可。どちらにも該当する場合は、学業成績特待生として採用します。 給付奨学金

入学金の半額相当額、および授業料のうち250,000円／年額を入学後、奨学金として給付しま
す。 1年 地域の制限なし 教務課入試係 併用可

美作大学 特別入学指定校奨学金 その他 入学金・授業料減免
特別入学指定校入試で入学した学生。学業成績特待生との併用は不可。どちらにも該当する場合は、学業成績特待生として採用します。

給付奨学金
入学金の半額相当額（135,000円/1回）を入学後、奨学金として給付します。

入学後1回 地域の制限なし 教務課入試係 併用可

美作大学 美作学園教育ローン奨学金 入学後 学費支援
入学前に、本学の進学に伴って「国の教育ローン」（日本政策金融公庫に限る）の利用申し込みをした学生。

給付奨学金
最低修業年限の教育ローン支払利息を奨学金として給付

最低修業年限 地域の制限なし 学生課 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

岡山学院大学
特別奨学生 入学手続時 その他 授業料減免

総合型選抜、学校推薦型選抜、一般選抜の入学者で特別奨学生選抜を受験し合格した者が対象。

免除・減免

授業料半額免除。ただし、各学年終了時のＧＰＡの平均値が3.8未満となった場合は、進級学年
の前期授業料は全額納入するものとし、その場合、前期終了時のＧＰＡが3.8以上の値を獲得し
た場合は、後期授業料の半額を免除する。

入学後４年間。 入学定員の1割以内。 地域の制限なし 併用可 併用不可

岡山学院大学 A種奨学生 随時 その他 授業料減免
入学後、経済的に修学困難になった者で成績上位の者が対象

免除・減免
授業料半額免除

半年ごとに申請 地域の制限なし 併用可 併用不可

岡山学院大学
家賃補助制度 入学後 その他 家賃補助

遠方や県外からの進学で、通学が難しく、倉敷市に転入し一人暮らしをする学生に対して、入学後届出により毎月の家賃10,000円を補助します。補助対象は、本学
より半径2㎞圏内で、本人または保証人（原則父または母）を名義（借主）として契約した、家賃の発生する賃貸物件に入居し一人暮らしをされる学生です。 その他

10,000円／月
地域の制限なし 学務課　学生係 併用可 併用可

岡山学院大学 総合型選抜優待生 入学手続時 入学金・授業料減免
総合型選抜により合格した者は、入学手続時納入金のうち入学金を半額免除します。

免除・減免 地域の制限なし 併用可 併用可

岡山学院大学 学校推薦型選抜(指定校)優待生 入学手続時 入学金・授業料減免
学校推薦型選抜(指定校)により合格した者は、学校推薦型選抜(指定校)優待生として、入学手続時納入金のうち入学金を半額免除します。

免除・減免 地域の制限なし 併用可 併用可

中国学園大学 卒業生の子の入学優遇制度 入学手続時 その他 入学金の免除
入学生・全学部・本学卒業生を保護者とする者

免除・減免
入学金：250,000円

入学時 人数制限なし 地域の制限なし 経理課 併用可 併用可

中国学園大学

学業成績特待生制度（新入生） 入学後 特待生・成績優秀者

対象：中国学園大学新入生（若干名）、中国短期大学新入生（若干名）

条件：入学試験（一般選抜（Ⅰ期、共通テスト利用Ⅰ期））において特に成績優秀であった者 免除・減免

Ａ：入学金の全額及び授業料（1年間）の全額
Ｂ：入学金の全額及び授業料（1年間）の半額

１回限り
中国学園大学新入生（若干名）、
中国短期大学新入生（若干名）

地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用可

中国学園大学
学業成績特待生制度（在学生） 在学中 大学：2・3・4年次生、短大：2年次生 特待生・成績優秀者

対象：大学：2・3・4年次生、短大：2年次生（若干名）
条件：学業・人物ともに優れた者 給付奨学金

年額1０万円
１年間

若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

中国学園大学

修学支援制度 その他
①大学が定める期間中（4月上旬～5月上旬）
②相談に応じる

学費支援
入学金・授業料減免

①経済的に修学が困難になった者で成績優良な者
対象：全学年（若干名）

②収入激減により生活困窮者となった者
対象：全学年

給付奨学金
免除・減免

①授業料（1年間）の半額を免除

②給付額：10万円以内
１年間

①若干名
②人数制限なし

地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

中国学園大学
兄弟姉妹在学生支援制度 入学後 入学金・授業料減免

対象：本学に兄弟姉妹が同時期に在学する場合、その在学期間の弟または妹
　　　全学年（該当者全員） 免除・減免

在学期間の弟妹の授業料の1／3相当額を免除
在学期間中 人数制限なし 地域の制限なし 経理課 併用可 併用可

中国学園大学
沖縄県等の遠隔地学生支援制度 入学手続時

寮制度
入学金・授業料減免

対象：沖縄県からの入学者
　　　全学年（該当者全員） 免除・減免

入学金全額、寮費・管理費の半額（年額15万円）を免除
在学中 人数制限なし 沖縄県 経理課 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
専願受験生奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

学部新1年生
学校推薦型選抜または総合型選抜により入学した者を対象に、入学金の半額を免除します。
※第1回および第2回総合型特別選抜の合格者のうち、本学を専願として受験した者にも適用されます。

免除・減免

入学金の半額

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
英語技能認定奨学金 入学後 入学金・授業料減免

新入学生のうち、入学までに実用英語技能検定準2級以上の資格（またはそれに相当する資格）を取得している者に対し、その級・スコアに応じて初年度後期の学
費を減免します。 免除・減免

入学までに取得している英語技能の級・スコアに応じて
2～１2万円 地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
〈音楽家の耳〉トレーニング  検定試験合格者奨学金  入学後 入学金・授業料減免

新入学生のうち、入学までに〈音楽家の耳〉トレーニング検定グレード5以上を取得して
いる者に対し、そのグレード及び検定試験の成績に応じて初年度の学費を減免します。
（例）入学までにグレード6を取得している場合、3万円減免されます。

免除・減免

入学までに取得している〈音楽家の耳〉トレーニング検定のグレードに応じて3～7万円

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
 「楽典・ソルフェージュ」  成績優秀者奨学金 入学後 入学金・授業料減免

新入学生のうち、入学試験の「楽典・ソルフェージュ」の成績及び入学前年度の受験講習
会模擬テストの成績優秀者（95点以上）は、初年度の学費を減免します。 免除・減免

入学試験（楽典・ソルフェージュ）及び入学前年度の受験講習会模擬テストの成績優秀者3万円
地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
音楽文化学科総合型特別選抜 初年度奨学生入学試験  学校出願時 入学金・授業料減免

音楽文化学科の各専修が求める高い能力と資質を持つ志願者に対する初年度奨学金付きの特別選抜入試。
入学試験の成績に応じて学費を減免します。 免除・減免

入学試験の成績基準により、入学初年度の学費の全額または半額を免除

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
演奏学科総合型特待選抜 特待奨学生入学試験 学校出願時 入学金・授業料減免

今後の成長が期待される専門能力を有しており、積極的に音楽に取り組む意志をもつ志願者に対する奨学金付きの特別選抜入試。入学試験の成績が基準に達し
ている者と認められた場合には、試験の成績に応じて学費を減免します。この奨学金は原則として４年間支給されます。 免除・減免

入学試験の成績基準により、学費の1/4を免除
地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
アーティスト21特別入試 （高校2年修了飛び入学試験） 学校出願時 入学金・授業料減免

実技能力の優れた高校2年修了・飛び入学生を対象に、入学試験の結果に応じて学費を減免します。この奨学金は原則として4年間支給されます。
※奨学生は学費免除のほかに、大学院の授業や特別授業を履修可能、実技レッスンを週0.5時間分増加の特典があります。 免除・減免

入学試験の成績基準により、学費の全額または半額を免除
原則4年間 地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
演奏学科総合型ソリスト選抜 ソリスト奨学生入学試験 学校出願時 入学金・授業料減免

極めて優れた専門能力を有しており、将来演奏家として活躍する強い意志をもつ志願者に対する奨学金付きの特別選抜入試。入学試験により特別な才能のある者
と認められた場合には、試験の成績に応じて学費を減免します。この奨学金は原則として4年間支給されます。
※奨学生は学費免除のほかに、大学院の授業や特別授業を履修可能、実技レッスンを週0.5時間分増加の特典があります。

免除・減免

入学試験の成績基準により、学費の全額または半額を免除

原則4年間 地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
ザビエル奨学賞 （特待生制度） 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年生は1年次前期、2年生以降は前年度の成績と学業への姿勢により、学費の一部を減免。賞状も授与されます。
免除・減免

1年生　50万円
2～4年生　25万円 地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学 教員養成奨励奨学金 在学中 1年生～4年生 資格取得支援制度
複数の学校種の教育職員免許状の取得を目指す、学業・品行ともに優秀な者の中から選考のうえ、支給されます。

給付奨学金
20万円

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
音楽文化学科奨学金 在学中 2年生～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

音楽文化学科の学生を対象に、各専修が求める高い能力と資質をもつ者は、試験などの成績に応じて学費を減免します。
免除・減免

所定の条件および奨学金試験の成績基準により、学費の全額、半額又は1/4を免除
地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
エルネスト・ゴーセンス奨学金 在学中 1年生～4年生 研修支援制度

本学に学ぶ優秀な学生のうち、国内外において研修を行うことが各自の音楽研究に資すると認められる場合、選考のうえ奨学金が支給されます。
給付奨学金

6カ月以上の研修
100万円を上限 地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学 海外研修奨励賞 在学中 1年生～4年生 研修支援制度
海外での演奏や作曲、創作即興演奏のサマースクール、語学研修に取り組む学生に支給されます。

給付奨学金
10万円を上限に旅費の一部

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学 兄弟姉妹学生支援奨学金 入学後 入学金・授業料減免
兄弟姉妹が在学生（大学院を含む）の場合、2人目以降の学費を半額減免します。

免除・減免
学費の半額

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学 卒業生子女奨学金 入学後 入学金・授業料減免
卒業生の子女が入学する場合、初年度施設維持費を減免します。

免除・減免
初年度設備維持費30万円

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
遠隔地帰省支援奨学金 入学後 その他

遠隔地（中国5県以外）に帰省する在学生に対して、年
3回分の往復旅費の半分を支給

遠隔地（中国5県以外）に帰省する在学生に対して、年3回分の往復旅費の半分を支給します。
給付奨学金

年間で3回分の帰省の際の往復旅費の半額
地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学 エリザベト奨学金 入学後 学費支援
家庭の経済的事情の急変のため、大学に通うことが困難な状況になったときに個々の事情に応じた奨学金が支給されます。

給付奨学金
学費の範囲内

地域の制限なし 併用可 併用可

エリザベト音楽大学
家賃補助奨学金 入学後 その他

女子学生寮セシリアホームに入寮することができない
学生で、親元を離れ借家暮らしをしている者を対象に
家賃補助をします。（留学生を除く）

女子学生寮セシリアホームに入寮することができない学生

免除・減免

借家の家賃補助
月額2万円

地域の制限なし 併用可 併用可

広島文化学園大学
大学入学共通テスト利用選抜成績優秀者特別奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【学芸学部子ども学科・看護学部・人間健康学部】
　資格・条件は次の二つの場合
①大学入学共通テスト利用選抜の合否判定に使用する２科目の合計得点が150点以上の者
②大学入学共通テスト利用選抜の合否判定に使用する２科目の合計得点が130点以上150点未満の者

免除・減免

①【150点以上】
　初年度の授業料全額免除
②【130点以上】
　初年度の授業料年額30万円免除

初年度 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生部（坂Ｃｐ） 併用不可 条件有りで併用可

広島文化学園大学

音楽特別奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

【学芸学部音楽学科】
　給付基準を満たし（一定以上の技量がある又はコンクールの入賞成績等），学芸学部音楽学科に入学後も学業と音楽活動を積極的に行う者

免除・減免

次のうちいずれか
・授業料年額１０万円免除
・授業料年額２０万円免除
・授業料年額４０万円免除
・授業料全額免除

４年間 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生部（長束Ｃｐ） 併用不可 条件有りで併用可

広島文化学園大学

スポーツ特別奨学金 学校出願時
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

　対象となる種目について給付資格の基準（一定の技量又は大会等の成績）を満たし，入学後も学業とクラブ活動が両立できる者
　対象学部学科と対象種目は次のとおり
【学芸学部子ども学科】
　バレーボール（女子）
【人間健康学部】
　硬式野球（男子），サッカー（男子），バスケットボール（男子・女子），陸上競技（男子・女子），
　テニス（男子・女子），バドミントン（男子・女子），ダンス（男子・女子），バレーボール（男子）

免除・減免

次のうちいずれか
・授業料年額10万円免除
・授業料年額30万円免除
・授業料全額免除 ４年間 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生部（坂Ｃｐ） 併用不可 条件有りで併用可

広島文化学園大学
家族入学特別奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

【学芸学部・看護学部・人間健康学部】
　次の条件を満たし，合格したら必ず入学（専願）する者
・兄弟姉妹が，本学園の卒業生又は在学生
・学生の両親のどちらかが，本学園の卒業生

免除・減免

初年度の授業料年額20万円免除

初年度 条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生部（坂Ｃｐ） 併用不可 併用可

広島文化学園大学

成績優秀者特別奨学金 その他
　１年次前期終了時の学業成績等，及び各学期終了時の成績等で選考
する。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【学芸学部・看護学部・人間健康学部】
　条件は１年次と２年次～４年次で異なる。
【１年次】
　１年次の前期終了時の学業成績，学生生活の状況等を総合的に考慮し，優秀と判断された者
【２年次～４年次】
　各学期終了時の学業成績，学生生活の状況等を総合的に考慮し，優秀と判断された者

免除・減免

【１年次】
　授業料年額５万円免除
【２年次～４年次】
　授業料年額１０万円免除

１年次は後期のみ
２年次～４年次の３年間（学
期ごとに見直し）

各学科学生数の１０％以内 地域の制限なし 学生部（坂Ｃｐ） 併用可 併用不可

広島文化学園大学

社会人入学者特別奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

【学芸学部・看護学部・人間健康学部】
　対象となる次の選抜区分で入学した者
・社会人特別選抜（ＡＯ方式）
・社会人特別選抜（前期，中期，後期）
【学芸学部子ども学科】
・３年次編入学社会人特別選抜（前期，後期）

免除・減免

授業料年額１０万円免除

４年間（３年次編入学は２年
間）

条件を満たす者全員 地域の制限なし 学生部（坂Ｃｐ） 併用不可 条件有りで併用可

広島文化学園大学
瀬戸内島しょ部地域特別奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

【学芸学部・看護学部・人間健康学部】
　学校推薦型選抜（瀬戸内島しょ部地域特別）で入学した者 免除・減免

授業料年額１０万円免除
４年間 条件を満たす者全員

地域の制限なし 学生部（坂Ｃｐ） 併用不可 条件有りで併用可

比治山大学
比治山大学奨学生 その他 4月　2年次以上，9月　1年次 用途を定めない経済的支援

学年:全学年
学部:全学部
資格・条件:勉学意欲がありながら，経済的理由により修学が困難な者
※給与収入400万円以下，事業所得57万円以下（GPA2.01以上）

給付奨学金

4月採用:前期後期各15万円ずつ
9月採用:後期15万円 4月採用：6・12月

9月採用：12月
全体で19名（R3年度） 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

比治山大学
比治山大学後援会奨学金 その他 前期3月，後期9月

学費支援
その他

諸事情による家計急変の支援

学年：全学年
学部：全学部
条件：修学意欲があるにもかかわらず家計支持者の死亡，失業，又は災害等により家計が急変し，修学が極めて困難となった者（事由発生1年以内）

給付奨学金

半期15万円（授業料に充当）
採用決定後，時期の授業料
等納付期限内に給付

前・後期それぞれ3名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

比治山大学
比治山学園国信玉三奨学金 その他 4月：2年次以上，9月：1年次

特待生・成績優秀者
学費支援

学年：全学年
学部：全学部
条件：学業・人物共に優秀であり，かつ健康でありながら，家庭の経済的事由から学資の援助を受けることが望ましいと認められる者（GPA3.0以上） 給付奨学金

月額2万円（半期12万円） 4月採用：6・12月に6か月分
を一括支給
9月採用：12月に6か月分を
一括支給

4月採用：3名
9月採用：2名

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

比治山大学
スカラシップ入学試験 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

スカラシップ入学試験を志願する者の中から、向学心に燃え、学業成績が優秀な生徒を選抜することを目的としている。
スカラシップ入学試験対象の各入学試験の成績と調査書を多面的・総合的に評価して優秀と判断されるものを選考する。（スカラシップ入学試験対象入学試験：学
校推薦型選抜指定校制，公募制専願，一般選抜前期Ａ日程） 免除・減免

入学手続時納入金のうち、第一年次の前期分の授業料を免除する。
言語文化学科・マスコミュニケーション学科390,000円免除，社会臨床心理学科420,000円免
除，子ども発達教育学科410,000円免除，管理栄養学科450,000免除

学校推薦型選抜指定校制，公募
制専願において，各学科２名以
内
一般選抜Ａ日程において，各学
科2名以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

比治山大学

入学料優遇制度 学校出願時 入学金・授業料減免

優遇制度の種類

①リーダー優遇制度･･･高校生活の課外活動で得たリーダーとしての能力を持つ生徒が修学意欲を高く持ち，大学生活でもその能力を発揮することを期待し支援

　対象となる者
　　令和6年4月1日現在，満20歳以内の者で，対象となる選抜区分で合格し，次のいずれかの条件を満たす者
　　・高等学校在学中に，生徒会3役（会長・副会長・会計または財務委員長）を半年以上経験した者
　　・高等学校在学中に，部員が3名以上のクラブ部長を半年以上経験した者

②離島振興対策実施地域応援優遇制度･･･離島振興法の理念に基づき当該地域出身者の教育の振興に貢献する

　対象となる者
　　令和6年4月1日現在，満20歳以内の者で，対象となる選抜区分で合格し，次のいずれかの条件を満たす者
　　・国の定める「離島振興対策実施地域」の出身者もしくは居住する者
　　・国の定める「離島振興対策実施地域」にある高等学校・高等専門学校の出身者
　

免除・減免

①入学料23万円全額免除
②入学料23万円全額免除

①人数制限なし
②人数制限なし

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

広島経済大学

広島経済大学入学試験成績優秀奨学生奨学金 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：1～4
学部：全学部全学科
資格：入学試験において成績優秀で入学した者
更新条件：2年次　1年次終了時36単位以上、GPA3.6以上
　　　　　3年次　2年次終了時72単位以上、GPA3.5以上
　　　　　4年次　3年次終了時108単位以上、GPA3.4以上

免除・減免

奨学生Ａ　授業料及び施設費の年額相当額
奨学生Ｂ　授業料及び施設費の年額相当額の50％ １年間

更新条件をクリアすれば継
続（最長４年間）

枠は設けていない 地域の制限なし
入試広報センター(新入生）、学生
課（入学後）

併用可 併用不可

広島経済大学

広島経済大学入学試験資格スカラシップ奨学生奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：1～4年
学部：全学部全学科
資格：学校推薦型選抜（資格スカラシップ）で入学した者
更新条件：2年次　1年次終了時36単位以上かつＡ評価及びＡＡ評価の合計が半数以上
　　　3年次　2年次終了時72単位以上かつ2年次に履修した科目のうちＡ評価及びＡＡ評価の合計が半数以上
　　　4年次　3年次終了時108単位以上かつ3年次に履修した科目のうちＡ評価及びＡＡ評価の合計が半数以上

免除・減免

奨学生Ａ　授業料及び施設費の年額相当額
奨学生Ｂ　授業料の年額相当額の５０％ １年間

継続の条件をクリアすれば
最長４年間

資格スカラシップ入学者 地域の制限なし
入試広報センター(新入生）、学務
センター学生課(入学後）

併用可 併用不可

広島経済大学
学校法人石田学園学業奨学金 在学中 ２～４年 特待生・成績優秀者

対象学年：2～4年
学部：全学部全学科
資格：前年度1年間の修得単位数及び当該年度の履修単位数がそれぞれ36単位以上（4年次の履修単位は卒業認定に必要な単位数以上）。GPAが3.6以上
条件：各学年7名まで

給付奨学金

月額1万円

①１年間
①学年7人 地域の制限なし 学務センター学生課 併用可 併用不可

広島経済大学
学校法人石田学園アクティブ奨学金 在学中 1年生～4年生 その他 活動奨励金

対象学年：1～4年
学部：全学部全学科
資格：各種の活動に積極的に取り組み、他の学生の模範となる者
条件

給付奨学金

月額１~6万円

①１年間 ①年間10名まで
地域の制限なし 学務センター学生課 併用可 併用可

広島経済大学
学校法人石田学園学部との5年プログラム生奨学金 在学中 4年生、大学院1年生 その他

専門的な知識の修得及び高度な研究活動を志す者へ
の支援

対象学年：学部4年生、大学院1年生
学部：全学部全学科
資格：5年プログラム合格者
条件

給付奨学金

月額3万円

①2年間
①若干名 地域の制限なし 学務センター学生課 併用可 併用不可

広島経済大学
学校法人石田学園緊急時特別支援金 在学中 被災者資金支援

対象学年：1～4年
学部：全学部全学科
資格：学資支弁者が地震や台風等の自然災害を受け、家計が急変したため修学が困難と認められる者
条件

免除・減免

災害状況によりその都度決定

災害状況によりその都度決
定

人数制限なし 地域の制限なし 学務センター学生課 併用可 併用可

広島経済大学
海外留学援助金 その他 派遣留学の応募時

留学費用支援制度
その他

留学費用支援以外に、全期間の海外旅行保険料を大
学負担

海外留学援助金を希望し、選考試験により優秀な成績を収めた者
※一部の海外留学プログラムにおいて、学内成績及び語学試験の基準を設定している。 給付奨学金

短期：2－10万円を奨学金として支給
長期：最大60万円程度
　※支援内容はプログラムごとの支給条件により異なる

派遣前に一括支給
プログラム及び支援内容により
人数は異なる

地域の制限なし 国際教育交流センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

広島経済大学
広島経済大学学生表彰金 在学中 課外活動支援制度

対象学年：1～4年
学部：全学部全学科
資格：大会入賞等

その他

10000円～100000円（大会の規模、順位による）

その都度 人数制限なし 地域の制限なし 学務センター学生課 併用可 併用可

広島経済大学

資格試験及び能力検定試験等表彰金 在学中 1年生～4年生 資格取得支援制度

対象学年：1～4年
学部：全学部全学科
資格：在学中に大学が定める資格試験等に合格した者
条件：科目等履修生及び研究生は除く
　　　外国語に関する資格試験等については、英語を母語とする学生は除く
　　　資格試験等に合格した日から起算して１年以内に所定の手続きをすること

その他

5,000円～50,000円

同じ資格については１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 教育・学習支援センター

広島経済大学
学生懸賞論文表彰金 在学中 その他 学術研究への奨励

対象学年：1～4年
学部：全学部全学科
資格：論文テーマは自由。本学学部生とし、日本語で書かれたもので未発表のものに限る。
　　　グループ執筆も可。

その他

最優秀賞：30,000円（1本）
優秀賞：15,000円（3本）
奨励賞：5,000円（7本） １回限り 11人 地域の制限なし 教育・学習支援センター
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

広島工業大学
広島工業大学特待生 その他

2年次以上
選考基準に基づき学内で選考。申請は不要。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年次生以上で所定の単位数以上を取得している。
Ａ特待生：発展トラック学生に認定され、前年度1年間のGPAが3.5以上の者、又は学科内学年GPA順位が上位5％以内の者。
Ｂ特待生：発展トラック学生に認定され、前年度1年間の学科内学年GPA順位が上位10％以内の者。
（そのほか所定の課外教育活動への積極的な参加が必要）

免除・減免

Ａ特待生：当該学年の授業料及び施設設備資金の半額を減免する。
Ｂ特待生：当該学年の授業料及び施設設備資金のうち年額20万円を減免する。

当該年度1年間とする。 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 条件有りで併用可

広島工業大学
成績優秀者奨学金制度 その他

2年次以上
選考基準に基づき学内で選考。申請は不要。

特待生・成績優秀者
学費支援

2年次生以上で所定の単位数以上を取得かつ、
品行方正な者で奨学生GPA順位が、当該学科及び年次において1位の者 給付奨学金

授業料及び施設設備資金の一部として年額40万円給付
当該年度1年間とする。 学科及び年次において1人 地域の制限なし 教学支援部 併用可 条件有りで併用可

広島工業大学

入試特待生制度 その他 入学者選抜の成績に基づき対象者が決定され、別途申請は不要
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

・入試特待生Ⅰ
対象入試：一般選抜（A)、共通テスト利用選抜（A)
選考基準：入試得点率　80%以上

・入試特待生Ⅱ
対象入試：一般選抜（A)（B)、共通テスト利用選抜（A)(B)
選考基準：入試得点率　70%以上

・入試特待生Ⅲ
対象入試：学校推薦型選抜(公募制)(前）、(公募制)(後）
選考基準：入試得点率　60％以上

・学修奨励金
対象入試：総合型選抜(学科課題型）
選考基準：学科内の入試得点率が1位で、学科の推薦がある入学生

対象入試：総合型選抜（自己推薦型）
選考基準：入試得点率　上位10人

免除・減免

授業料及び施設設備資金の一部を次のとおり免除または給付する。
入試特待生Ⅰ・・・年間100万円免除
入試特待生Ⅱ・・・年間50万円免除
入試特待生Ⅲ・・・年間25万円免除
学修奨励金・・・・年間25万円給付

入試特待生Ⅰ：大学院1年次
を含めた最大5年間。2年次
以降は別途継続条件あり。
入試特待生Ⅱ、入試特待生
Ⅲ、学修奨励金：入学後の1
年間

制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 条件有りで併用可

広島工業大学
遠隔地学生給付奨学金 その他

学生の出身高校の所在地等に基づき対象者が決定され、別途申請は不
要

用途を定めない経済的支援
対象入試：一般選抜(A)(B)、共通テスト利用選抜(A)(B)
選考基準：出身高校の所在地が九州（沖縄を含む）または近畿以東の入学生を対象。 給付奨学金

年額10万円給付
4年間 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
学園内推薦入学者奨学金 その他

2年次以上
選考基準に基づき学内で選考。申請は不要。

入学金・授業料減免
学校推薦型選抜（指定校制〔学園内推薦入学〕）により入学し、2年次以上で前年度末における通算GPA2.7 以上かつ 前年度修得単位数30 単位以上の者

給付奨学金
年額20万円給付

最長3年間（選考条件を満た
す場合）

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 条件有りで併用可

広島工業大学
広島工業大学同窓会奨学金 在学中 毎年4月 学費支援

対象：広島工業大学に在学する者
条件：学資の支弁が困難と認められる者 給付奨学金

年額12万円
当該年度1年間とする。 若干名 地域の制限なし 教学支援部 併用可 条件有りで併用可

広島工業大学

広島工業大学同窓会援助金 随時 課外活動支援制度

広島工業大学同窓会援助金（体育系・文化系各団体）
　対象：本学の認めた体育系・文化系各団体
　回数：年2回
広島工業大学同窓会援助金（学科展出展ゼミ等）
　対象：本学の工大祭学科展出展者
　回数：年1回

その他

広島工業大学同窓会援助金
　①体育系団体
　　全国大会・西日本大会出場：参加人数、試合日数に応じて援助金が出ます。
　　その他の大会出場は、文化系団体の援助金に準じます。
　②文化系団体
　　１団体の１行事（大会）に要する費用に応じて、5,000～30,000円の範囲で
　　援助金が出ます。

※援助額（２回申請の場合はその合計）の上限は100,000円とします。

広島工業大学同窓会援助金（学科展出展ゼミ等）
　工大祭において、学科展を出展した場合にかかった費用に
　応じて5,000～30,000円の範囲で援助金が出ます。

随時 制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学

広島工業大学後援会援助金〔体育系・文化系各団体〕 随時 課外活動支援制度

激励金〔対象：体育系・文化系各団体　回数：年2回〕
　条件：届出があった課外活動が対象

主管校援助金〔対象：体育系・文化系各団体　回数：無制限〕
激励金〔対象：体育系・文化系各団体　回数：年2回〕
　条件：届出があった課外活動が対象

主管校援助金〔対象：体育系・文化系各団体　回数：無制限〕
　条件：各大会・行事の主管校となった場合

特別援助金（国内大会用）〔対象：体育系・文化系各団体　回数：無制限〕
　条件：国体・全国大会に出場した場合

登録費・年会費援助金〔対象：体育系・文化系各団体　回数：年1回〕
　条件：活動するため各種団体（連盟・協会等）に登録費・年会費を支払った場合

施設使用援助金〔対象：文化系団体　回数：年3回〕
　条件：学外施設を使用した場合

遠征費援助金〔対象：体育系団体　回数：年2回〕
　条件：中国大会以上全国大会未満の大会に出場した場合

備品購入援助金〔対象：文化系団体　回数：年1回〕
　条件：備品購入する場合（但し、個人色の強い備品は対象外。）

バス賃借援助金〔対象：体育系・文化系各団体　回数：年2回〕
　条件：県大会以上に出場し、バスを賃借した場合

特別援助金（国際大会用）〔対象：体育系・文化系各団体及び個人　回数：年1回〕
　条件：スポーツ、文化交流の国際大会等に参加する場合
　　　　　（本援助金は後援会の審議で承認された場合に限る）

その他

激励金
　１回につき8,000円

主管校援助金
　１回につき17,000円

特別援助金（国内大会用）
　人数、試合日数に応じて援助

登録費・年会費援助金
　登録費、年会費に応じて一部を援助

施設使用援助金
　施設使用料に応じて一部を援助

遠征費援助金
　人数、試合日数に応じて援助

備品購入援助金
　備品購入金額に応じて一部を援助

バス賃借援助金
　開催地、試合日数に応じ、一定の金額を上限として、
　費用の半額を援助

特別援助金（国際大会用）
　申請額に応じて一部を援助

高額物品購入に係る援助金
　申請額に応じて一部を援助

随時 制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
広島工業大学後援会自治会・体育会助成金〔自治会・体育会〕 随時 課外活動支援制度

対象：自治会・体育会
回数：年1回 その他

600,000円
随時 なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
広島工業大学後援会体育祭・工大祭助成金〔体育会・工大祭〕 随時 課外活動支援制度

対象：体育会・工大祭実行委員会
回数：年1回 その他

各150,000円
随時 なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
広島工業大学後援会援助金 随時 研究費支援

学会費等受賞援助金〔対象：学部生　回数：無制限〕
学術・芸術面（学会発表など）で優れた成果を挙げた学部生で、関係学科の学科長及び教員に推薦された者が対象 その他

1人当たり5,000円
随時 制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
学生が学会発表を行う場合の助成 随時 その他 学生の学会発表に係る旅費及び学会登録費を補助

対象：学部生、大学院生
条件：参加する学会のプログラム（レジメ）に、学生の氏名が記載され
　　　口頭発表（ポスターセッションを含む）する場合
　　　または、当該学科長又は当該専攻長が「学会発表」に準ずると認める場合

その他

当該学会の登録費及び本学旅費規程に定める方法により算出した交通費並びに宿泊費

随時 制限なし 地域の制限なし 経営管理部 併用可 併用可

広島工業大学

派遣留学奨励金 その他 出国前 留学費用支援制度

対象：学部生、大学院生
条件：
　次のすべてに該当し、本学の審査で決定した者
　・協定校への派遣留学期間が3ヶ月以上1年以内の者
　・派遣選考時にＧＰＡが2.5以上の学部生又は平均点80点以上の大学院生
　・TOEFL-iBT60、IELTS5又はそれと同等レベルの英語能力を有する者、
　　或いは中国語検定試験4級又はそれと同等レベルの中国語能力を有する者
　・本学が公募する国際交流にかかわる学生ボランティアの活動に積極的に
　　参加している者

その他

・イリノイ大学（アメリカ）へ派遣留学する場合、1名あたり15万円及び寮費相当額（食費を除く）
・瀋陽航空航天大学（中国）へ派遣留学する場合、1名あたり5万円

帰国後

・イリノイ大学（アメリカ）へ派遣留
学する場合、最大5名
・瀋陽航空航天大学（中国）へ派
遣留学する場合、最大5名

地域の制限なし 教学支援部 併用不可 併用可

広島工業大学
本学卒業生の子女に関する減免制度 入学後 入学金・授業料減免

対象：本学卒業生の子女
※減免を希望する者は、学費等減免願に必要書類を添えて別に定める期日までに願い出る必要がある。 免除・減免

入学金の半額を免除する。
入学時のみ、6月ごろに支給 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
兄弟姉妹が本学にともに在学している者に関する減免制度 在学中 入学金・授業料減免

対象：兄弟姉妹が本学にともに在学（休学を除く。）している者
※減免を希望する者は、学費等減免願に必要書類を添えて別に定める期日までに願い出る必要がある。 免除・減免

兄弟姉妹が本学にともに在学（休学を除く。）している者のうち、１人を除く他のものについて、授
業料及び施設設備資金のそれぞれ半額を免除する。

前期分は6月頃、後期分は
10月頃

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学
私費外国人留学生授業料減免 在学中 2年次以上 入学金・授業料減免

対象：
「留学」の在留資格を取得している2年次生で、所定の成績基準を満たし、経済的援助が必要と認められる者
条件：
減免を希望する者は、所定の書類を別に定める期限までに教学支援部に提出しなければならない。

免除・減免

前年度末における当該年度GPA順位（以下「順位」という。）に応じて次のとおり取扱う。
(1)順位がクラスの1/3以上の場合は授業料及び施設設備資金のうち50万円を減免する
(2)順位がクラスの1/2以上の場合は授業料及び施設設備資金のうち30万円を減免する 当該年度1年間とする。 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 条件有りで併用可

広島工業大学

自然災害による被災学生への救済措置 随時
学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

対象者：災害救助法及び激甚災害法適用市町村に在住する学費負担者を有する在学生が（1）から（3）に該当する場合に、対象となります。
（1）学費負担者の死亡
（2）家屋の全壊（学費負担者所有家屋）
（3）家屋の半壊（学費負担者所有家屋）

申請書類
（1）授業料等減免申請書
（2）公的機関の発行した証明書「罹災証明書（市町村発行）」
（3）大規模自然災害（地震、台風、水害および土砂災害）被害状況調書

免除・減免

減免額
（1）学費負担者の死亡・・・当該期分授業料及び施設設備資金の全額免除
（2）家屋の全壊（学費負担者所有家屋）・・・当該期分授業料及び施設設備資金の全額免除
（3）家屋の半壊（学費負担者所有家屋）・・・当該期分授業料及び施設設備資金の半額免除

当該期 制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学

自然災害による被災学生への救済措置（受験生・入学生） 随時

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援
その他

入学検定料減免

対象者：学費負担者が入学予定年月日から遡り3年以内に災害救助法または激甚災害法に適用された在住者であり、次の（1）から（3）の何れかに該当する志願者
及び入学予定者。
（1）学費負担者の死亡
（2）家屋の全壊（学費負担者所有家屋）
（3）家屋の半壊（学費負担者所有家屋）

申請書類：
（1）検定料免除申請書及び入学時納入金免除申請書
（2）公的機関の発行した証明書「罹災証明書（市町村発行）」
（3）損害の状況や修理費等が確認できる写真や資料等

免除・減免

減免額
（1）学費負担者の死亡・・・検定料全額免除並びに入学金、入学年度前期分の授業料及び施設
設備資金全額免除
（2）家屋の全壊（学費負担者所有家屋）・・・検定料全額免除並びに入学金、入学年度前期分
の授業料及び施設設備資金全額免除
（3）家屋の半壊（学費負担者所有家屋）・・・検定料全額免除並びに入学金、入学年度前期分
の授業料及び施設設備資金半額免除

入学時 制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学

海外留学支援制度 在学中 出国前 留学費用支援制度

対象：学部生
条件
海外渡航支援：1年次生はTOEIC L&Rの受験（過去1年以内）
　　　　　　　2年次生はTOEIC L&Rの受験に加え、本学の国際交流ボランティアへの参加歴
海外体験支援：発展トラック学生かつTOEIC L&R 450以上相当取得
海外留学支援：2年次以上の発展トラック学生かつTOEIC L&R 600以上相当取得

支給人数
海外渡航支援：40人（前・後期　各20名ずつ）
海外体験支援：20人
海外留学支援：5人
※海外渡航支援は年度内に1回のみ
※海外体験支援及び海外留学支援は在学中に1回のみ
※１つの留学プログラムに対して、2つ以上の支援制度の併用は不可

その他

海外渡航支援：最大5万円補助
海外体験支援：最大10万円補助
海外留学支援：最大30万円補助

帰国後
海外渡航支援：前・後期　各20名
海外体験支援：20名
海外留学支援：5名

地域の制限なし 教学支援部 併用不可 併用可

広島工業大学
広島工業大学教育ローン利息支援制度 その他 当年度、発生した利息分を翌年度に申請 その他

提携教育ローンを利用する場合に発生する利息の一
部を給付

提携教育ローン利用者で本学に在籍している者又は申請の前年度に卒業した者
その他

本学提携教育ローン利用時の利息のうち、年間5万円を上限として給付
7月頃 制限なし 地域の制限なし 経営管理部 併用可 併用可

広島工業大学
TOEIC受験支援 その他 TOEIC受験時 資格取得支援制度

学部生対象
TOEIC受験料を大学が全額負担
各年度に1回支援制度を利用可

その他 TOEIC受験時 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学 SPI試験受験支援 在学中 SPI試験受験時 就職支援
主対象：学部3年次

その他
受験料を大学が負担（1,100円/回）

SPI試験受験時 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可

広島工業大学

就職活動支援制度 その他
県外＊で採用試験または企業単独の会社説明会に参加する時。事前申
告制。 就職支援

学部3年次生（大学院1年次生）、学部4年次生（大学院2年次生）

その他

条件（＊）を満たした場合
活動地域により
近県：2,000円、関東以遠：10,000円　その他の地域：5,000円を支援
（＊）条件
・初めての申請であること（支援は1回/人）
・事前の申請であること
・企業から旅費の支給がないこと
・自家用車での移動でないこと
・活動場所が広島県及び現住所以外の都道府県であること
・学内の就職活動状況入力システムに今回の活動を入力していること
・事後手続きを期間内に終えること

原則として学部3年次（大学
院1年次）の1月～4年次（大
学院2年次）の9月末

制限なし
地域の制限なし 教学支援部 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

広島修道大学
広島修道大学在学生スカラシップ その他 申請不要（2年生、3年生、4年生対象）

特待生・成績優秀者
学費支援

前年度の学業成績が優秀な学部学生
給付奨学金

年額15万円
1年間 171人 地域の制限なし 学生センター 併用可 併用可

広島修道大学
広島修道大学課外活動スカラシップ 在学中 全学年 課外活動支援制度

学業、人物ともに優れており、特に文化活動、体育活動その他の課外活動又はこれに類する活動において顕著な実績を挙げた者で、当該年度に学長賞を受賞した
個人、または団体。 給付奨学金

団体30万円　個人10万円
1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生センター 併用可 併用可

広島修道大学 広島修道大学資格取得スカラシップ その他 毎年10月中旬から1月末 資格取得支援制度
学業、人物ともに優れ、特に難易度の高い資格取得者で、資格取得表彰最優秀賞または優秀賞を受賞している学部学生

給付奨学金
最優秀賞1件につき5万円、優秀賞1件につき3万円（2022年度実績）

1年間 最優秀賞0件、優秀賞30件 地域の制限なし キャリアセンター 併用可 併用可

広島修道大学

広島修道大学国際交流スカラシップ その他 留学、セミナー、派遣プログラムの時期によって異なる。 留学費用支援制度

本学学部に在籍する正規学生で、本学の海外協定校へ留学する者及び広島修道大学認定留学規程により外国の大学に留学を許可された者。

給付奨学金

交換留学生　［6か月以上］20万円、［6か月未満］10万円
3か月以上の海外セミナー派遣学生及び認定留学生　月額3万円
3か月未満の海外セミナー派遣学生　地域により5万円または10万円
NZ選抜セミナー及びUS選抜セミナー派遣学生　40万円 月額により給付するものは留

学期間中とする。ただし、留
学開始月及び終了月はその
日数の合計により支給しない
場合がある。

①交換留学生全員、３か月以上
の海外セミナー派遣学生　40名
以内
②３か月未満の海外セミナー派
遣学生のうち各セミナー　５名以
内
③３か月以上の認定留学生　５
名以内
④NZ選抜セミナー及びUS選抜セ
ミナー　40名以内

地域の制限なし 国際センター 条件有りで併用可 併用可

広島修道大学

広島修道大学修学奨学金 在学中 全学年
学費支援
その他

経済的に修学が困難な学生のための奨学金

家計が急変し、経済的に修学が困難な学生のための奨学金。標準修業年限内に１度のみ受けることが可能。ただし、以下の者は修学奨学生を兼ねることはできな
い。
（1）　「大学等における修学の支援に関する法律」による授業料等の減免又は給付奨学金を受けている学生若しくは申請中の学生
（2）　本学非常災害被災学生で諸納付金減免期間内の学生
（3）　本学同窓会奨学生（同一年度内）
（4）　本学経済支援奨学生（同一年度内）

給付奨学金

年額20万円

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター 併用不可 条件有りで併用可

広島修道大学

広島修道大学同窓会奨学金 在学中 全学年
学費支援
その他

家計困窮により学業の継続が困難な学生のための奨
学金。同窓会からの指定寄付による。

家計困窮により学業の継続が困難な学生のための奨学金。標準修業年限内に１度のみ受けることが可能。ただし、以下の者は同窓会奨学生を兼ねることはできな
い。
（1）　「大学等における修学の支援に関する法律」による授業料等の減免又は給付奨学金を受けている学生若しくは申請中の学生
（2）　本学非常災害被災学生で諸納付金減免期間内の学生
（3）　本学修学奨学生（同一年度内）
（4）　本学経済支援奨学生

給付奨学金

年額20万円

1年間 毎年度7名以内 地域の制限なし 学生センター 併用不可 条件有りで併用可

広島修道大学

広島修道大学経済支援奨学金 在学中 全学年
学費支援
その他

経済的に修学が困難な学生のための奨学金

家計困窮により学業の継続が困難な学生のための奨学金。標準修業年限内に１度のみ受けることが可能。ただし、以下の者は経済支援奨学生を兼ねることはでき
ない。
（1）　「大学等における修学の支援に関する法律」による授業料等の減免又は給付奨学金を受けている学生若しくは申請中の学生
（2）　本学非常災害被災学生で諸納付金減免期間内の学生
（3）　本学修学奨学生（同一年度内）
（4）　本学同窓会奨学生

給付奨学金

年額20万円

1年間 前期・後期　各10名 地域の制限なし 学生センター 併用不可 条件有りで併用可

広島修道大学

広島修道大学非常災害被災学生に対する諸納付金減免 随時
入学金・授業料減免
被災者資金支援

主たる家計維持者が災害救助法適用地域において被災し諸納付金の納入が著しく困難となった者。ただし、減免期間内は以下の奨学金の併用不可。
（1）　本学修学奨学金
（2）　本学同窓会奨学金
（3）　本学経済支援奨学金
（4）　本学短期特別奨学金

免除・減免
その他

減免の対象となる期間並びに諸納付金の種類及び額の決定は、災害発生時期、規模等を考慮
し、大学運営会議の議を経て、学長がこれを行う。

減免の対象となる期間並び
に諸納付金の種類及び額の
決定は、災害発生時期、規
模等を考慮し、大学運営会
議の議を経て、学長がこれを
行う。

人数制限なし 地域の制限なし 学生センター 併用不可 条件有りで併用可

広島修道大学

広島修道大学短期特別奨学金 在学中 全学年 学費支援

経済的な事由により一時的に授業料等諸納付金の納付が困難な学生で、以下の条すべてに該当する者。
(1)　本学学部又は大学院に在学する正規学生
(2)　未返還の短期特別奨学金がないこと
(3)　期限内の返還が確実と認められること
(4)　短期特別奨学金の貸与が３回を超えていないこと（前期又は後期の貸与をそれぞれ１回とする。）
(5)　短期特別奨学金の返還期限を超えたことがないこと

貸与奨学金

授業料等諸納付金相当額

2か月 人数制限なし 地域の制限なし 学生センター 併用可 条件有りで併用可

広島修道大学

課外活動援助金 在学中 全学年 課外活動支援制度

①団体加盟費用援助
サークルが負担する団体としての連盟費や年会費を援助金として交付する。学外の競技大会等に参加するために各種団体に加盟することから、毎年定期的に支
出する費用(個人を対象とした費用を除く。)を対象とする。競技運営が男女別々に行われていると大学が判断するサークルは、別々のサークルとして扱うことができ
る。

②公式大会参加補助
サークルが団体・個人として全国レベルの各種大会等に参加する場合、旅費交通費や激励金を援助金として交付する。
申請は(1)につき、年度内2回又は(1)・(2)につき、年度内に各１回、(4)につき、年度内に3回を上限とする。
(1)　地区予選を経て西日本大会以上の大会に出場する場合
(2)　地区予選を経ず全国大会に出場する場合
(3)　前各号に準ずる大会に出場する場合
(4)　中国大会又は中国・四国大会に出場する場合

③用具等購入補助
この援助金は、サークルが活動のために使用する高額な物品の購入費用負担に対して援助金を交付する。

④臨時的学外指導者招聘援助
サークルが、スポーツの振興又は知識、技術の向上を図るために臨時的に講師又はコーチ等を招聘する場合に、旅費交通費及び報酬手数料の合計額が１０万円
を超える場合を対象とし、援助金を交付する。

給付奨学金

①団体加盟費用援助
１団体につき１０万円を上限とする。
②公式大会参加補助
別に定める基準により1回につき合計４０万円を上限とする。
③用具等購入補助
１件あたり２０万円以上の用具等の購入費用を対象。ただし、予算の範囲内で１件につき１０万
円以上を対象とすることがある。年１回１団体１００万円を上限とする。
④臨時的学外指導者招聘援助
１サークル年間２０万円を上限とする。

1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生センター 併用可 併用可

広島修道大学
就職活動に係る経済的支援 その他 4月-12月 就職支援

就職活動をする学生の支援として、高速バスやフェリー、新幹線等の利用料金について、その全額又は一部を補助する制度。利用回数についてはバス・フェリー・
スーパージェット・JR在来線・新幹線をあわせて3往復(片道6回分)を限度とする。
補助制度利用要件は、20223年9月または20234年3月卒業予定で就職を希望している学部学生・大学院生が企業が単独で行う説明会・選考に参加する場合。

給付奨学金

補助金額は提出された領収書をもとに決定し、行く先（地方）により上限額が異なり、3,000円か
ら5,000円を上限とする。金額が上限に満たない場合は、実費で支給する。 4月-12月 270名(2022年度実績) 地域の制限なし キャリアセンター 併用可 併用可

広島修道大学

各種検定試験受検補助 その他 各種検定試験の実施時期によって異なる。 資格取得支援制度

所属する学部・学科・専攻により、TOEIC-IP、TOEIC Bridge、TOEFL-IPT、TOEFL-IBT、IELTS、日商簿記検定、心理学検定、Excel表計算処理技能認定試験、日商
PC検定1級、ビジネス実務法務検定試験、法学検定試験、ERE経済学検定試験、情報処理技術者試験(ITパスポート、情報セキュリティマネジメント試験、基本情報
技術者、応用情報技術者 他）、ウェブデザイン技能検定3級、知的財産管理技能検定（管理業務）3級、AWS Certified Cloud Practitioner、CompTIA IT 
Fundamentals、Cisco CCENT、Cisco CCNA、eco検定、3R・低炭素社会検定などの資格取得について受験料を補助(2023年度予定）。

給付奨学金

検定料の全額補助：TOEIC-IP、Excel表計算処理技能認定試験、日商PC検定1級、ERE経済学
検定試験、情報処理技術者試験(ITパスポート、情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技
術者、応用情報技術者、他）
検定料の9割補助：TOEFL-IBT、IELTS、CompTIA IT Fundamentals、Cisco CCENT、Cisco 
CCNA

検定料の半額補助：心理学検定、ビジネス実務法務検定試験、法学検定試験
上限10,000円補助：ウェブデザイン技能検定3級、知的財産管理技能検定（管理業務）3級、
AWS Certified Cloud Practitioner
5,000円補助：日商簿記検定1級
3,000円補助：日商簿記検定2級
申請者数により変動：eco検定、3R・低炭素社会検定
（2023年度予定）

各種検定試験により異なる

TOEIC-IP、TOEIC　Bridge等受
験料補助　計737名、日商PC検
定1級　計6名、情報処理技術者
試験(ITパスポート、情報セキュリ
ティマネジメント試験、基本情報
技術者、応用情報技術者）計25
名、Excel表計算処理技能認定
試験　計24名、法学検定試験
計11名、ビジネス実務法務検定
試験　計8名、eco検定　計8名、
3R・低炭素社会検定　計14名、
日商簿記検定　1級　0名　2級　5
名、心理学検定　計44名(2022年
度実績)

地域の制限なし 教学センター・総務課 併用可 併用可

広島女学院大学

広島女学院大学・同大学院貸与奨学金 在学中 学費支援

学部全学年対象、各学年5名以内。
入学年度半期授業料相当額を貸与。
【条件】
1．学業・人物とも優秀であること
2．経済上、学資補助を要すること
3．健康であること
4. 日本学生支援機構を含む他の奨学金を受けていないこと

貸与奨学金

入学年度半期授業料相当額（390,000円～405,000円）

当該年度1度のみ 各学年5名以内 地域の制限なし 学生課 併用不可

広島女学院大学

広島女学院大学貸与特別奨学金 在学中 学費支援

学部全学年対象、若干名。
諸納付金相当額を貸与。他奨学金と併用可。
【条件】
家計支持者の死亡・疾病、家業倒産、事故、火災・災害などにより
家計が急変し、学業継続が困難な者

貸与奨学金

諸納付金相当額（1,060,000円～1,090,000円）

当該年度のみ（基本） 対象の事象が発生したもののみ 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

広島女学院大学
広島女学院大学特待生（給付特別奨学金） 学校出願時 特待生・成績優秀者

入学時に決定、原則4年間適用。
特待生入試に合格した者で各学科から2名まで採用。
1年次は授業料年額相当額を給付。2年次以降は授業料の20％を減免。
2年次以降は前年度GPAが3.0未満だと資格を喪失する。

免除・減免

1年次：授業料年額相当額を給付（780,000円～810,000円）
2年次以降：授業料の20％を減免（156,000円～162,000円）

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学
広島女学院大学大学入学共通テスト利用入試成績優秀者優遇制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

入学時に決定、原則4年間適用。
大学入学共通テスト利用入試に合格した者で各学科の条件を満たした者を採用。
1年次授業料の50％を減免、2年次以降は20％減免。また入学時の入学金免除。
2年次以降は前年度GPAが3.0未満だと資格を喪失する。

免除・減免

1年次：授業料の50％を減免（390,000円～405,000円）
2年次以降：授業料の20％を減免（156,000円～162,000円） 原則4年。2年次以降は成績

等による継続審査あり。
地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学

広島女学院大学国際英語学科GSEコース選択学生特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者

入学時に決定、原則4年間適用。
国際英語学科の合格者のうちGSEコースを選択した者を採用。
授業料の20％を減免。
2年次以降は定められた英語能力試験の結果基準を越える必要がある。
また、前年度GPAが3.0未満だと資格を喪失する（回復措置あり）。

免除・減免

授業料の20％を減免（156,000円）

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学
広島女学院大学沖縄県出身者対象納入金減免 入学手続時 特待生・成績優秀者

入学時に決定、原則4年間適用。
沖縄県内の高校を卒業し、本学に入学する者を採用。
授業料の20％を減免。
2年次以降は前年度GPAが3.0未満だと資格を喪失する。

免除・減免

授業料の20％を減免（156,000円）

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学
広島女学院大学在籍留学奨学金 学校出願時 留学費用支援制度

学生が在籍留学(単位認定留学)をする場合申請可。
提携校に留学する学生を優先する。
授業料年額相当額又は50％相当額を給付。

給付奨学金

授業料年額相当額又は50％相当額
（780,000円又は390,000円、管理栄養学科は810,000円又は405,000円） 広島県 国際交流センター

広島女学院大学

広島女学院大学外国語能力試験受験料給付制度 学校出願時 資格取得支援制度

学部全学年対象。学内外において各種外国語の検定試験を受験した学生に
当該試験の受験料相当額を支給する。複数回申請可。
【該当する検定試験】
・TOEIC　・TOEFL ・IELTS　・実用英語技能検定(英検)
・国際連合公用語英語検定試験（国連英検）
・ドイツ語技能検定試験（独検）・実用フランス語技能検定試験（仏検）
・実用中国語検定試験（実用中検）・中国語検定試験（中検）
・ハングル能力検定試験（ハン検）・韓国語能力試験（韓能）
・その他
申請した同一試験を２回以上受験した場合は、点数上昇など条件がある。

給付奨学金

各種外国語の検定試験の受験料相当額

広島県 国際交流センター

広島女学院大学
指定校制推薦入試スカラシップ制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

指定校制推薦入試の合格者のうち、調査書の評定平均値が4.3以上の成績を収めているもの全員。1年次の授業料を全額免除、2年次以降は授業料を20％減免。
免除・減免

1年次：授業料年額相当額を給付（780,000円～810,000円）
2年次以降：授業料の20％を減免（156,000円～162,000円）

原則4年。2年次以降は成績
等による継続審査あり。

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学
公募制推薦入試スカラシップ制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援

公募制推薦入試における成績優秀者、各学科各方式につき２名程度。評定平均値などの出願要件はなし。入学金を150,000円減免、さらに授業料を1年次50％減
免、2年次以降は20％減免。専願制・併願制ともに対象。 免除・減免

1年次：授業料の50％を減免（390,000円～405,000円）
2年次以降：授業料の20％を減免（156,000円～162,000円）

原則4年。2年次以降は成績
等による継続審査あり。

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学

広島女学院大学高大連携協定校特別推薦入試授業料減免制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

高大連携協定校特別推薦入試における成績優秀者

免除・減免

1年生　授業料相当額を免除
2年生以降　年間授業料より20％減免

1年生～4年生までの学部生

次の各号の一に該当する場
合は、その資格を喪失する。
(1) 前年度の成績が GPA 3.0
 未満のとき
(2) 休学期間が通算して 1 年
を超えたとき
(3) 学則による懲戒処分を受
けたとき
(4) その他特待生として適当
でないと認められたとき

人数制限なし 広島県 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学

広島女学院大学高大連携協定校一貫教育奨励制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象者】
本学院の教育方針に賛同し、高大連携協定校から志をもって広島女学院大学に進学する者に対して行い、多くの優秀な人材を世に輩出するべく高大連携一貫教
育を推進することと、保護者の経済的負担を少しでも軽減しようとするものである。

【対象学部】
1年生～4年生までの学部生

免除・減免

年間授業料より20％減免

1年生～4年生 人数制限なし 広島県 入試課 併用可 併用可

広島女学院大学
ゲーンス奨学金 在学中 3年生～4年生 学費支援

広島女学院大学３・４年次に在学し、経済的理由から学業継続が著しく困難となったもので、成業の見込みのある者に給付する（ただし、新３年次編入生は対象
外）。 給付奨学金

1名につき20万円。
決定された当該年度とし、再
出願することはできない。

最大4名に給付。 地域の制限なし 総合学生支援センター学生課 併用可 併用可

広島女学院大学
広島女学院大学合同メソジスト教会女性局給付奨学金 在学中 学費支援

（１）経済的理由のため修学が困難な者
（２）キリスト教活動に関わるキリスト者、あるいはキリスト教活動に理解のある者
（３）他の給付型奨学金を受けていない者 給付奨学金

各年度の寄付金の総額を限度とする。

特に無し
最大5名

地域の制限なし 総合学生支援センター学生課 併用不可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

広島文教大学

授業料等学納金優遇措置 入学後 その他
（１）～（４）入学金額4分の1相当額を入学後に給付
4月末までに申請

1年生　全学部対象
（１）各校（附属高校、大学、大学院）に、兄弟姉妹が在校するときの、２人目以降の対象者全員
（２）附属高校、大学の卒業者が上部校に入学するとき
（３）附属高校、大学、大学院並びに本法人が過去に設置した学校の卒業生の子及び兄弟姉妹が各校（附属高校、大学、大学院）に入学するとき
（４）社会人特別選抜・社会人編入選抜で入学する者
各校：学校法人武田学園が設置する、高等学校、大学及び大学院

優遇措置を受けることができない者は次のとおりとする
(１)　「スポーツ・芸術文化活動特待制度」の対象者
(２)　「武田ミキ記念基金奨学金」の給付対象者

その他

（１）～（４）入学金額4分の1相当額を入学後に給付
4月末までに申請

入学時のみ 上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用不可

広島文教大学
成績優秀者奨学制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

1年生　全学部対象
人材育成目標を高い次元で達成しようとする意欲が旺盛で，対象入学試験において優秀な成績で入学した者。
一般選抜（前期S日程・前期A日程・前期B日程）、大学入学共通テスト利用選抜（前期）出願時に本制度にエントリーし，合格した者及び総合型選抜又は学校推薦
型選抜合格者で，一般選抜（前期）日程の出願期間に本制度にエントリーし，一般選抜（前期）のいずれかの入学試験を受験した者とする。

免除・減免

授業料・教育維持費の4分の1免除

1年次の1年間 30名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

広島文教大学

人間福祉学科特別奨学制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
資格取得支援制度

1年生　人間科学部　福祉学科
人材育成目標を高い次元で達成しようとする意欲が旺盛で、（1）（2）の条件を満たして入学した者。
（1）中国・四国・九州地方に所在する文部科学省の定める「福祉系高等学校等」あるいは「特例高等学校等」を卒業し，介護福祉士国家試験受験資格を有する者。
（2）・学校推薦型選抜（指定校推薦）（前期・後期）で，出願時に本制度にエントリーし，合格した者。
※成績により制度継続の可否を毎年審査する。

免除・減免

在学中の授業料及び教育維持費の半額を免除

4年間（継続審査有） 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

広島文教大学

スポーツ・芸術文化活動特待制度 学校出願時
課外活動支援制度
その他

入学金額相当額を入学後に給付

1年生　全学部対象
人材育成目標を高い次元で達成しようとする意欲が旺盛で，かつ，本学入学前のスポーツ・芸術文化活動において特に優れた能力と実績を持った者。(1)及び(2)に
該当する者。
（1）学校推薦型選抜（指定校推薦〔スポーツ・芸術文化活動重視型〕）（前期・後期）入学試験出願時に本制度にエントリーし，合格した者。
（2）スポーツ活動にあっては県大会ベスト4以上，芸術文化活動にあっては県大会金賞以上に相当する実績を有し，かつ，入学後も当該活動を継続する意思がある
者。
対象となる種目は，スポーツ活動では卓球，バスケットボール，バレーボール及びサッカーの4種目，芸術文化活動では吹奏楽及び和太鼓の2種目とする。

免除・減免

入学金相当額

入学時 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

広島文教大学 修学支援制度 その他 入寮手続き時 寮制度
入寮生（女子）全員　全学部対象

免除・減免
学生寮費（家賃相当額）全額

入寮期間中 寮生全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

広島文教大学
入寮費給付制度 入学手続時 寮制度

1年生　寮生　全学部対象
（１）学校推薦型選抜（指定校推薦）で入学し、学生寮「淳風寮」に入寮した者
（２）沖縄出身で入学し、学生寮「淳風寮」に入寮した者
　　　（沖縄県出身の場合、すべての入学試験が対象）

免除・減免

入寮費　60,000円

入寮時のみ 上限なし 沖縄県 入試広報課 併用可 併用可

広島文教大学
武田ミキ記念基金奨学金 在学中 全学年　4月

特待生・成績優秀者
学費支援

1～4年生　全学部対象
(1)本学園に留学を希望する生徒，学生，本学園から外国に留学を希望する生徒，学生
(2)本学園に在学する者で，学業，人物ともに優秀であり，経済上学費補助を要する者

給付奨学金

2万円/月

1年間 6名 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用不可

広島文教大学
美樹会奨学金 在学中 2年次のみ

特待生・成績優秀者
学費支援

2年生　全学部対象
（1）本学に在学し、学業、人物ともに優秀であり、経済上学費補助を要する学生
（2）対象者は、２年次生とし、１年次の成績を参考に選考

給付奨学金

2万円/月

1年間 若干名 地域の制限なし 同窓会美樹会 併用可 併用不可

広島文教大学
教育ローン利息補給制度 在学中 全学年 学費支援

1～4年生　全学部
本学が指定する金融機関で教育ローンの借入れをした者で，本学に在籍している期間とし，最長４年間 その他

利息補給は，融資利息の6割
（上限は１年間で5万円まで） 在学中　年1回 上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

広島文教大学
授業料等の納付金の減免 随時

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

1～4年生　全学部
大学の学部又は大学院を受験し入学する者及び在籍している者で、災害により学費の支弁が困難である者 免除・減免

納付金の50％から100％の範囲

在学中　1年間 上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用不可

広島文教大学
特別奨学金貸与 在学中 全学年

学費支援
用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

1～4年生　全学部
人物、学力ともに優れた者で、災害その他家庭の事情の急変のため修学が困難となった者 貸与奨学金

(１)被災によるもの：月額10万円以内
(２)経済的事由によるもの：学納金相当額
(３)感染症対応による生活費の補填　　各学期50万円以内、ただし1人当たり100万円以内

採用した時からその者の在
学する正規の最短就業期間

上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

広島文教大学
海外に留学する学生の授業料免除 在学中 全学年　留学のために出国する30日前まで

留学費用支援制度
入学金・授業料減免

1～4年生　全学部（研究生、科目等履修生は除く）
研究及び教育の協力について協定を結んでいる外国の大学に留学する本学学生 免除・減免

（１）留学期間が６ヶ月を超え１年以内：授業料年額の２分の１（教育維持費は対象外）
（２）留学期間が２ヶ月を超え６ヶ月以内：授業料年額の４分の１（教育維持費は対象外） 在学中1回限り 上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用不可

広島文教大学

留学経費補助 在学中 全学年　留学申請時
特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度

1～4年生　全学部　留学先対象限定
（１）アメリカ合衆国オハイオ州立ケント大学
（２）オーストラリア・クイーンズランド工科大学
（３）オーストラリア・メルボルンでのインターンシップ
（４）その他，学長が特に認めた海外留学
対象者条件
（１）留学目的及び留学計画が明確であること。
（２）成績，人物ともに優れていること。
（３）心身ともに健康であること。
（４）「TOEIC」，「英検」，「GTEC」，「IELTS」，「TOEFL」，「英語力検定試験等」を受験し，優秀な成績を修めていること。

給付奨学金

1区分：上限40万円
2区分：上限20万円
3区分：上限10万円

在学中1回限り 上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

広島文教大学

私費外国人留学生授業料減免 その他 全学年　減免を受けようとする年度の前年度の3月31日まで

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

1～4年生　全学部　留学生
学部及び大学院の正規の課程（研究生及び科目等履修生は除く。）に在籍する者又は入学予定者が経済的理由により，授業料の納入が困難であり，学業優秀と
認められる者。次の各号のいずれかに該当する者は除く。
(１)国費外国人留学生制度実施要項に定める国費外国人留学生
(２)留年した者（病気その他やむを得ない事由により留年した者は除く。）
(３)休学中の者

免除・減免

授業料の減免率は，４分の１又は半額
（教育維持費は含まない）

1年間 上限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

福山平成大学

特別奨学生Ａ その他 申請なし。 入学金・授業料減免

公募推薦型選抜（Ａ日程・Ｂ日程）、一般選抜（前期Ａ日程・前期Ｂ日程・後期日程）、大学入学共通テスト利用選抜（前期・後期）の合格者で、入学試験の成績優秀
者として入学する者

免除・減免

入学年次の授業料について40%減免 正規の修業年限の間継続し
て適用。ただし、2年次以降
において各学科で定められ
た単位数以上を取得し、勝
前年度単位取得科目の平均
値が75点以上の場合に限
る。

地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

福山平成大学

特別奨学生Ｂ その他 申請なし。 入学金・授業料減免

指定校推薦型選抜の合格者、及び経営学部指定校（資格取得者）推薦型選抜の合格者

免除・減免

入学金を15万円に減額するとともに入学年次の授業料について、経営学部と福祉健康学部に
おいては40%を、看護学部においては30%減免。

正規の修業年限の間継続し
て適用。ただし、2年次以降
において各学科で定められ
た単位数以上を取得し、勝
前年度単位取得科目の平均
値が75点以上の場合に限
る。

地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

福山平成大学 一般奨学生 その他 申請なし 特待生・成績優秀者
入学後、2年次以上の者における前年度の学業成績優秀な者のうち、毎年若干名を選考する。

免除・減免
当該年度の授業料のうち、30万円を減免。

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

安田女子大学
教育ローン利息補給奨学金制度 その他 詳細は合格者に別途通知します。 学費支援

指定金融機関［（株）日本政策金融公庫、（株）広島銀行、広島市信用組合、（株）オリエントコーポレーション］の教育ローンを利用して、期日までに学納金（授業料・
施設設備費・諸費の合計）、本学が開設する海外研修プログラムに係る費用及び、病院・薬局実務実習費を本学へ納入した場合、学生の在学期間に係る利息の全
額または一部を、本学が奨学金として学生（保護者）に補給する制度。

給付奨学金

前年度（卒業学年分のみ当年度）にかかった利息金額のうち、指定金融機関発行の利息支払
証明書等の金額を基に、本学が定める利率の上限範囲内で給付額を決定する。 詳細は合格者に別途通知し

ます。
申請後、承認された者全員（特に
制限なし）。

地域の制限なし 大学事務部学生課 併用可 併用可

安田女子大学

薬学部特待生制度＜薬学特待生＞ その他
大学入学共通テスト利用選抜[薬学部薬学科特待生選抜]への出願者を
対象に認定可否を決定する。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・特待生制度として、大学入学共通テスト利用選抜[薬学部薬学科特待生選抜]を実施する。
・大学入学共通テストにおいて、本学が指定する4教科6科目の合計得点率が75％以上の者から、成績上位20名までを特待生として認定し、入学後6年間の授業料
を全額免除する。
（入学料・施設設備費・諸費等は別途必要）。
・入学後は学生の本分および学則を守り、1年次から5年次まで、毎年度末の成績が本学の定める基準（上位50％以内）を満たす必要がある。
・基準を満たさない場合は、次年度から薬学部奨学生（薬学パスポート）に移行する。

免除・減免

授業料164万円（全額）免除×6年

入学後6年間（基準を満たし
た場合）

毎年度最大20名 地域の制限なし 大学事務部入試広報課 併用可 併用可

安田女子大学

薬学部奨学金制度＜薬学パスポート＞ その他
一般選抜（前期日程）および大学入学共通テスト（前期日程）の薬学科へ
の出願者を対象に認定可否を決定する。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・一般選抜[前期A・B・C日程]の入試成績上位60名および大学入学共通テスト利用選抜[前期日程]の成績上位40名を薬学部奨学生枠とし、奨学生の入学後6年間
の授業料を、自宅から通学する場合は年間80万円、自宅外から通学する場合は年間50万円とする。（入学料・施設設備費・諸費等は別途必要）。
・入学後は、学生の本分および学則を守り、2年次から5年次まで、毎年度末の成績が本学の定める基準（上位50％以内）を満たす必要がある。
・基準を満たさない場合は、次年度から薬学部奨学生（薬学パスポート）の資格を失う。
・1年次末の成績により、2年次の資格を失うことはない。

免除・減免

1.自宅から通学の場合：84万円の授業料免除×6年
2.自宅外から通学の場合：114万円の授業料免除×6年

入学後6年間（基準を満たし
た場合）

毎年度一般選抜[前期A・B・C日
程]の入試成績上位60名および
大学入学共通テスト利用選抜[前
期日程]の成績上位40名

地域の制限なし 大学事務部入試広報課 併用可 併用可

広島国際大学

特待生選抜 入学手続時 特待生・成績優秀者

【薬学部以外】
①一般選抜前期B日程を受験した者のうち、第１志望とする学科・専攻において、2科目の合計点の上位者、かつ合計点の得点率が75%以上の者。

【薬学部特待生Ⅰ型】
②一般選抜前期B日程において薬学部を第１志望とする者で2科目の合計点の得点率が80%以上で、成績上位5位までを認定。

【薬学部特待生Ⅱ型】
③一般選抜前期B日程において薬学部を第１志望とする者で2科目の合計点の得点率が75%以上で、成績上位35位以内から得点順に認定。

【薬学部特待生Ⅲ型】
④一般選抜前期B日程において薬学部を第１志望とする者で2科目の合計点の得点率が75%以上で、特待生Ⅰ型・Ⅱ型認定者を除き成績上位者から得点順に8人
認定。 免除・減免

学部　(単位:円)[免除額]
①保健医療学部　１年次760,000円、２年次815,000円　合計1,575,000円
　総合リハビリテーション学部　１年次760,000円、２年次815,000円　合計1,575,000円
　健康スポーツ学部　１年次560,000円、２年次615,000円　合計1,175,000円
　健康科学部 心理学科、医療経営学科、社会学科
　１年次540,000円、２年次590,000円　合計1,130,000円
　健康科学部 医療栄養学科　１年次560,000円、２年次615,000円　合計1,175,000円
　看護学部　１年次760,000円、２年次815,000円　合計1,575,000円
薬学部　②薬学部特待生Ⅰ型（入学後6年間）合計11,620,000円
　　　　③薬学部特待生Ⅱ型（入学後6年間）合計  5,810,000円
　　　　④薬学部特待生Ⅲ型（入学後2年間）合計  1,890,000円
※免除金額は、入学年度や学部によって異なります。

①入学後２年間〔１学年末に
1年間の修学状況などをもと
に審査を行いますが、特に問
題がない限り、２年次も特待
生として継続します。〕
②入学後6年間〔入学後の修
学状況をもとに特待生継続
の審査を行います。修学状
況によっては、特待生の認定
を取り消す場合がありま
す。〕
③入学後6年間〔入学後の修
学状況をもとに特待生継続
の審査を行います。修学状
況によっては、特待生の認定
を取り消す場合がありま
す。〕
④入学後２年間〔１学年末に
1年間の修学状況などをもと
に審査を行いますが、特に問
題がない限り、２年次も特待
生として継続します。〕

①保健医療学部　10名
　総合リハビリテーション学部　8
名
　健康スポーツ学部　3名
　健康科学部　9名
　看護学部　5名
薬学部②　5名
　　　③　10名
　　　④　8名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

広島国際大学
2024年度以降入学者適用　広島国際大学学内奨学金 在学中 全学年 学費支援

学修意欲があり最短修業年限で卒業できる見込みがある者で、日本学生支援機構等の貸与制奨学生であり、かつ経済的に就学困難と認められる学部生。
なお、学外諸団体からの給付を受けている学部生は除く。 給付奨学金

一律200,000円
支給期間：１年間
支給方法：一括給付

年度始めに決定 地域の制限なし 教育・学生支援機構　学生係 併用不可 条件有りで併用可

広島国際大学
2024年度以降入学者適用　広島国際大学学園創立90周年記念奨学金 在学中 2年次以上 特待生・成績優秀者

2年次以上に在学し、学業・人物ともに優秀であると認められる学生。
給付奨学金

年度始めに決定
支給期間：１年間
支給方法：一括給付

年度始めに決定 地域の制限なし 教育・学生支援機構　学生係 併用可 併用可

広島国際大学
学費減免 在学中 全学年 学費支援

つぎの各号のいずれかに該当し、学業継続が困難となった者に対しては、その理由の発生した直後の学費の半額または全額を減免することができる。
イ．学費支弁者が、死亡または重度の心身障害者となり、他に支弁者がない者
ロ．住居が罹災し、経済的に困窮している者
ハ．家業が破産または学費支弁者の責に帰せざる理由によって、その職を失い経済的に著しく困窮している者

免除・減免

理由の発生した直後の授業料に教育充実費を加えた額の半額または全額を減免

支給期間：半期、1回限り 制限なし 地域の制限なし 教育・学生支援機構　学生係 併用可 条件有りで併用可

広島国際大学
広島国際大学教育ローン金利助成奨学金 在学中 全学年 その他 指定金融機関と提携する教育ローンの金利助成

指定金融機関との提携教育ローン利用者を対象。ただし、他の学内奨学金および学費減免との併用はできません。
給付奨学金

申請年度に支払う教育ローン金利の内、申請年度の授業料に教育充実費を加えた額の３％を
上限として給付。 年度末に一度支給 年度初めに決定 地域の制限なし 教育・学生支援機構　学生係 併用可 条件有りで併用可

広島国際大学
広島国際大学サポーターズ奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

学修意欲があり、最短修業年限で卒業できる見込みがある者で、日本学生支援機構や地方公共団体等の貸与制奨学生であり、経済的に就学困難と認められる学
部生。 給付奨学金

年度始めに決定
支給期間：１年間
支給方法：一括給付

年度始めに決定 地域の制限なし 教育・学生支援機構　学生係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

広島国際大学
広島国際大学学園創立100周年記念奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

学修意欲があり、最短修業年限で卒業できる見込みがある者で、日本学生支援機構や地方公共団体等の貸与制奨学生であり、経済的に就学困難と認められる学
部生。

給付奨学金

年度始めに決定
支給期間：１年間
支給方法：一括給付

年度始めに決定 地域の制限なし 教育・学生支援機構　学生係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

日本赤十字広島看
護大学

特待生A 学校出願時 特待生・成績優秀者
（一般選抜合格者及び大学入学共通テスト利用選抜【前期】の合格者の成績優秀者上位5人以内の者

免除・減免
免除額：年間50万円

①１年間
②１回限り

5人以内 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

日本赤十字広島看
護大学

特待生B 入学後 特待生・成績優秀者
入学後の各年度の成績優秀者（編入学生を除く）のうち、前年度の習得単位数が標準数を超え、かつ学業成績が上位5人以内の者（各学年）

免除・減免
免除額：年間50万円

1年間 15名（1～3年各5名） 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

広島都市学園大学

チャレンジ奨学生S特待生 その他 対象となる入試区分の入試成績により大学が選考
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

大学入学共通テスト利用入学試験前期を受験し合格した者の内、下記の条件を満たす者
令和5年度大学入学共通テストにおいて国語（近代以降の文章）、数学（数学Ⅰ、数学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bの内の高得点の1科目）英語の内、高得点
の2教科の平均得点率
S特待生-70％以上の者
※該当者が採用人数を超えた場合は、得点率の高い者が採用となります。
※一般選抜奨学生S特待生、学校推薦型選抜奨学生、特別奨学生との併用はできません。

免除・減免

健康科学部65万円
子ども教育学部39万円 ①１年間１回限り

②2年次以降も前年度の成
績が在籍する学科・専攻の
上位10％以内であれば授業
料の半額を免除

S特待生とA特待生を併せて各学
部10名程度

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

広島都市学園大学

チャレンジ奨学生A特待生 その他 入試成績により大学が選考
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

大学入学共通テスト利用前期を受験し合格した者の内、下記の条件を満たす者
令和5年度大学入学共通テストにおいて国語（近代以降の文章）、数学（数学Ⅰ、数学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bの内の高得点の1科目）英語の内、高得点
の2教科の平均得点率
Ａ特待生-60％以上の者
※該当者が採用人数を超えた場合は、得点率の高い者が採用となります。
※一般選抜奨学生S特待生、学校推薦型選抜奨学生、特別奨学生との併用はできません。

免除・減免

健康科学部32万5千円
子ども教育学部19万5千円 ①１年間１回限り

②2年次以降も、前年度の成
績が在籍する学科・専攻の
上位20％以内であれば授業
料の4分の１を免除

S特待生とA特待生を併せて10名
程度

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

広島都市学園大学

一般選抜奨学生S特待生 その他 入試成績により大学が選考
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜前期A、B、C、D、（Dは子ども教育学部のみ）において、入学試験の成績が特に優秀であった者
※学校推薦型選抜奨学生、特別奨学生との併用はできません。

免除・減免

健康科学部65万円
子ども教育学部39万円

①１年間１回限り
②2年次以降も、前年度の成
績が在籍する学科・専攻の
上位10％以内であれば授業
料の半額を免除

全学部合わせて若干名 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

広島都市学園大学
学校推薦型選抜奨学生 学校出願時 入学金・授業料減免

対象となる学校推薦型入学試験を受験し合格した者
※子ども教育学部子ども教育学科のみ 免除・減免

入学金全額免除20万円
条件を満たす者全員 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

広島都市学園大学
特別奨学生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

総合型選抜入学試験を受験し合格した者の内、試験の成績・提出書類等が総合的に優秀と認められた者
学校推薦型選抜入学試験（前期）を受験し合格した者の内、試験の成績・提出書類等が総合的に優秀と認められた者
いずれも子ども教育学部子ども教育学科のみ

免除・減免

入学金全額免除20万円

若干名 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

広島都市学園大学

古沢学園優遇制度 入学後 入学金・授業料減免

本人が本学園の卒業生または卒業見込みの者
本人の両親兄弟姉妹が本学園の卒業生または、在籍していた者
（ただし、通信課程の在籍者・卒業生を除く。）
入学後の申請により給付する。
※子ども教育学部の学校推薦型選抜奨学生、特別奨学生との併用はできません。

免除・減免

入学金全額給付
健康科学部25万円
子ども教育学部20万円 ①１回限り 条件を満たす者 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

広島都市学園大学

学費減免制度 随時
入学金・授業料減免
その他

経済的な理由により学費納入が著しく困難になった場
合、学費を減免する。

対象者は、修学意欲があると認められる本学に在籍する学生で、次のいずれかに該当する者です。
○学費負担者（保護者等）の死亡、傷病等により、学費の納入及び学生生活が困難になった者
○家計急変により、学費の納入及び学生生活が困難になった者
○災害により、学費負担者（保護者等）の住居等が滅失または毀損し、学費の納入及び学生生活が困難になった者
○その他の事情により、学費の納入及び学生生活が困難になった者

免除・減免

学納金から、各学期の学費の二分の一の相当する額を上限として減免する。
減免期間の認定は1学期間ごととし、再申請により原則として2学期間の減免を受けることがで
きる。 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東亜大学 卒業生の子女または在学生の兄弟姉妹に対する入学金減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免
東亜大学の卒業生の子女、または在学生の兄弟姉妹が入学を許可された場合、学費負担者の経済的な負担軽減を図るため、入学金減免制度を設けています。

免除・減免
入学金の三分の一を減免します。減免学80,000円

入学手続時 若干名 地域の制限なし 広報・入試室 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

至誠館大学

特別奨学制度（一般学生） 学校出願時 入学金・授業料減免

受験する入学試験の出願資格・要件を満たしていること。
校長が推薦し、本学において勉学に励む強い意志を有する者で、経済的な事情で修学が困難な者。

免除・減免

授業料40％免除

毎年継続審査あり 15名程度 地域の制限なし 学務課 併用不可 併用可

至誠館大学

特別奨学制度（指定強化クラブ学生） 学校出願時 入学金・授業料減免

・受験する入学試験の出願資格・要件を満たしていること。
①監督推薦A
　　指定強化クラブの種目において特に優秀な競技実績を有し、監督等所属する部活動の指導者が推薦す　る者で、本学において勉学とクラブ活動に取り組む強
い意志を有する者。
②監督推薦B
　　指定強化クラブの種目において部活動に熱心に取り組み、監督等所属する部活動の指導者が推薦する者で、本学において、勉学とクラブ活動に取り組む強い
意志を有し、経済的な事情で修学が困難な者。

免除・減免

①授業料免除（競技実績にて免除率を決定）
②授業料40％免除

毎年継続審査あり
①15名程度
②45名程度

地域の制限なし 学務課 併用不可 併用可

至誠館大学 学生奨学制度（山口県） 入学手続時 入学金・授業料減免
山口県高等学校出身学生および保護者が山口県に在住する者。

免除・減免
授業料20％免除

4年間 人数制限なし 山口県 学務課 併用可 併用可

至誠館大学
学生奨学制度（北浦地区・石見地区） 入学手続時 入学金・授業料減免

北浦地区・石見地区（山口県：萩市・長門市・阿武町、島根県：浜田市・益田市・大田市・江津市・川本町・美郷町・邑南町・津和野町・吉賀町）に保護者が居住、又
は、北浦地区・石見地区の高等学校を卒業した者。 免除・減免

授業料30％免除
4年間 人数制限なし 地域の制限なし 学務課 併用可 併用可

至誠館大学
学生奨学制度（児童養護施設等） その他 奨学制度申請時期（出願前） 入学金・授業料減免

児童養護施設等（児童養護施設、自立援助ホーム、里親家庭、母子生活支援施設）から入学する者。
免除・減免

１年生は授業料、施設整備費、教育維持費全額免除
２年生以上は授業料、施設整備費、教育維持費70％免除 毎年審査あり 人数制限なし 地域の制限なし 学務課 条件有りで併用可 併用可

至誠館大学
指定校推薦奨学制度 学校出願時 入学金・授業料減免

・指定校推薦選抜を受験し合格した者
・専門高等学校・総合学科高等学校指定校推薦選抜を受験し合格した者
・指定強化クラブ推薦選抜を受験し合格した者

免除・減免

入学金免除

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学務課 併用可 併用可

至誠館大学
私費外国人留学生奨学制度 学校出願時 入学金・授業料減免

・学業・人物とともに優れ、経済的理由により授業料等の納付が困難と認められる留学生
・学業において優秀な成績を有する留学生 免除・減免

授業料40％免除
毎年継続審査あり 人数制限なし 地域の制限なし 学務課 併用不可 併用可

山口学芸大学

一人暮らし準備奨学金 入学後 その他 新たに一人暮らしをする新入生への支援

【対象学年】
　1年生・3年次編入生

【資格】
　新入生（1年生・3年次編入生）で、本学への通学のために新たに家賃の支払いを伴う賃貸借契約を交わ
　し、自宅外通学を行う者

【手続き】
　入学後、申請期間内に申請書及び賃貸借契約書等の証明書類を提出してください。

給付奨学金

20万円

申請後1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

山口学芸大学

学修用端末購入推進奨学金（BYOD奨学金） 入学後 その他 学修用端末等の購入支援

【対象学年】
　1年生

【資格】
　新入生（教育学部1年生）の中で、学修用端末または関連商品を指定の期間内に購入した者

【手続き】
　入学後、申請期間内に申請書及び購入商品の明細入りの領収書の写し等の証明書類を提出してください。

給付奨学金

商品の購入費用（上限6万円）

申請後1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

四国大学

四国大学絆奨学金 入学後 その他 入学金の半額相当分の奨学金を給付

①本学に在籍する学生の兄弟・姉妹である場合。
②本学の卒業（修了）生（徳島家政短期大学、四国女子短期大学、四国女子大学及び四国女子短期大学部の卒業生を含む。以下同じ。）の子又は親であり、か
つ、生計を同一にしている場合。
③本学の卒業（修了）生である場合（四国大学短期大学部を卒業し引き続き四国大学に編入する場合及び四国大学を卒業し引き続き四国大学大学院に入学する
場合を除く）。
ただし、①および②に該当しない場合において、兄弟・姉妹が同時に本学に入学するときは2人目以降の者を対象とします。

その他

入学金の半額相当分

【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学

四国大学教育特別奨学金制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援

・成績・人物ともに優秀でかつ経済的に修学の援助を必要とする学生に年間20万円を各学年、大学40名、短大20名程度に給付します（毎年選考）。最長で大学4年
間、短大2年間の給付を受けることができます。
・1年次は、一般入試Ⅰ期の筆記試験の成績を基準に選考します。推薦入試、高大接続入試、自己実現入試で、すでに合格した人も再度、教育特別奨学生選考試
験としての一般入試Ⅰ期の受験が必要です（受験料は不要）。
・2年次以降は、前年度の成績等を基に選考します。

給付奨学金

年間20万円

最長で大学4年間、短大2年
間

各学年、大学40名、短大20名 地域の制限なし 条件有りで併用可

四国大学

四国大学スポーツ分野特別奨学金 学校出願時 その他

高校在学中に本学が指定する競技スポーツ等におい
て優れた成績をおさめ、本学入学後も引き続きその能
力の向上を目指すとともに、将来その活躍が期待で
き、地域のスポーツ振興に資する優秀な人材を育成す
ることを目的とした本学独自の奨学金

陸上球技、弓道、女子サッカー、女子バレーボール、女子ラグビー、ソフトテニス

「分野別入試（スポーツ分野）」で入学した者に、本学が定めたA～Cの区分に応じて年間80万円から20万円を大学4年間、短大2年間、毎年給付します（毎年適格審
査あり）。

給付奨学金

A区分：年間80万円
B区部：年間40万円
C区分：年間20万円

大学4年間、短大2年間 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 条件有りで併用可

四国大学

四国大学芸術・メディア・ダンス分野特別奨学金制度 学校出願時 その他
文芸・書道・メディア・デザイン・音楽の各分野で優れた
成績をおさめ、将来該当分野をリードする優秀な人材
を育成することを目的とした本学独自の奨学金制度。

日本文学科、書道文化学科、メディア情報学科、人間生活科学科、児童学科、幼児教育保育科、音楽科

「分野別入試（芸術・メディア・ダンス分野）」で入学した者に、本学が定めたA～Cの区分に応じて年間80万円から20万円を大学4年間、短大2年間、毎年給付します
（毎年適格審査あり）。

給付奨学金

A区分：年間80万円
B区分：年間40万円
C区分：年間20万円 大学4年間、短大2年間 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 条件有りで併用可

四国大学

四国大学文化活動分野特別奨学金制度 学校出願時 その他

吹奏楽部門、郷土芸能部門〈阿波踊り〉、〈エイサー〉
の活動をとおして、学校・地域社会の文化活動の発展
に寄与できる人材を育成することを目的に、「分野別入
試（文化活動分野）」を実施し、入学者に「文化活動分
野特別奨学金」を給付します。

吹奏楽部門、郷土芸の部門〈エイサー〉、〈阿波踊り〉

吹奏楽部門、郷土芸能部門〈阿波踊り〉、〈エイサー〉の活動をとおして、学校・地域社会の文化活動の発展に寄与できる人材を育成することを目的に、「分野別入試
（文化活動分野）」を実施し、入学者に「文化活動分野特別奨学金」を給付します。

給付奨学金

B区分：年間40万円
C区分：年間20万円

大学4年間、短大2年間 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 条件有りで併用可

四国大学

四国大学地域創生人材育成奨学金制度 その他 その他

成績・人物ともに優秀でかつ経済的に修学の援助を必
要とする学生で、公務員として地域創生に寄与したい
という強い意志を持つ者に年間40万円を大学4年間、
短大2年間、毎年給付します（毎学期適格審査あり）。
上記の対象学科の合格者で、「キャリア養成プログラ
ム（CCP）」を受講する者からそれぞれ10名程度、別途
実施する試験（教養適性検査及び面接）を基準に選考
します。

経営情報学部　経営情報学科
短期大学部　ビジネス・コミュニケーション科

成績・人物ともに優秀でかつ経済的に修学の援助を必要とする学生で、公務員として地域創生に寄与したいという強い意志を持つ者に年間40万円を大学4年間、
短大2年間、毎年給付します（毎学期適格審査あり）。
上記の対象学科の合格者で、「キャリア養成プログラム（CCP）」を受講する者からそれぞれ10名程度、別途実施する試験（教養適性検査及び面接）を基準に選考し
ます。

給付奨学金

年間40万円

大学4年間、短大2年間 各学部10名程度 地域の制限なし 条件有りで併用可

四国大学 長期留学生給付金 その他 留学申込時 留学費用支援制度
アメリカ合衆国、イギリス、オーストラリア、ニュージーランドの協定大学に長期留学する学生に、選考基準に基づき上限50万円を給付します。

給付奨学金
上限50万円

出発前に給付 【問】（4）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学 交換留学生特別奨学金 その他 留学申込時 留学費用支援制度
サギノーバレー州立大学への交換留学生に、四国大学長期留学生給付金に加えて30万円を給付します。

給付奨学金
30万円

出発前に給付 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学
留学生貸与金 その他 留学申込時 留学費用支援制度

協定大学に長期留学する学生に上限100万円を、短期留学する学生に上限25万円を申請により無利息で貸与します。
貸与奨学金

長期留学：上限100万円
短期留学：上限25万円 出発前に貸与 【問】（4）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学
四国大学と湘潭大学とのダブルディグリープログラム留学奨学金 その他 申請書提出時 留学費用支援制度

四国大学と湘潭大学とのダブルディグリープログラム留学生に1・2年次の留学準備期間に20万円、留学期間中に60万円を給付します。また、留学期間中2回まで5
万円（/1回）を就職活動のための帰国旅費補助として給付します。 給付奨学金

1・2年次の留学準備期間に20万円、留学期間中に60万円を給付します。また、留学期間中2回
まで5万円（/1回）を就職活動のための帰国旅費補助として給付します。 【問】（６）に該当する期間 5名 地域の制限なし

四国大学 四国大学ふるさと奨学金制度 入学後 用途を定めない経済的支援
沖縄県・島根県・鳥取県・兵庫県但馬地区内の高校・中等教育学校を卒業した入学生

給付奨学金
年間25万円

大学4年間、短大2年間 【問】（4）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学
四国大学鳴門海峡通学助成金制度 入学後 用途を定めない経済的支援

淡路島から通学する学生に対して、通学経費の経済的負担軽減を目的とした制度。

給付奨学金

月額6,700円（年間80,000円を上限とする） 申請書を提出した日の属す
る年度の4月1日から翌年3
月31日まで（休学中を除く）

【問】（４）に該当する者 兵庫県

四国大学
学生金庫 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

その学期の授業料等が納付済みであり、かつ学生金庫の貸付残を有していないことが条件です。第1種・第2種貸付とも貸付申込書の所定欄に所属学科主任の認
印が必要です。貸付希望者は貸付申込書に所定の事項を記入の上、学生証を提示し申請してください。 貸与奨学金

第1種貸付：30,000円以下
第2種貸付：30,001以上100,000以下 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし

四国大学 高大接続キャリアアップ支援プログラム（入学時奨励金制度） 入学後 資格取得支援制度
高校在学中に本学が指定する資格を取得した学生に対して、入学時に奨励金を給付する。

その他
指定する資格によって異なる

前期末 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学
高大接続キャリアアップ支援プログラム（資格取得奨励金制度） その他 受験後1か月以内に受験を証明する書類を持って申請 資格取得支援制度

大学の実施する資格対策講座を受講して、検定試験を受け、当該年度内に資格を取得した人を評価し、奨励金を給付します。
その他

検定料半額相当額
資格によって奨励金額異なる 給付条件確認後 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学
高大接続キャリアアップ支援プログラム（優秀者表彰制度） その他 申請は必要なし 資格取得支援制度

①対策講座に受講登録していること
②講座実施回数の3分の2以上を受講していること
③資格対策講座の場合→対象資格を大学2種類以上、短大1種類以上取得していること
　教員・公務員対策講座の場合→公務員採用試験に合格していること。

その他

リクルートスーツクーポン券（2万円相当）

在学期間中1回 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学

四国大学グローバル・国際文化分野特別奨学金 学校出願時 その他

語学力で優れた資格を取得した者を対象に英語力を
さらに組織的、継続的に伸ばす取り組みを行い、グ
ローバル化した国際社会で通用する人材を育てること
を目的に「分野別入試（グローバル分野）」を実施し、
入学者に「グローバル分野特別奨学金」を給付しま
す。

（グローバル）大学・短期大学部全学科・専攻対象
CEFRのスコアがB2またはC2、C1に該当する者

「分野別入試（グローバル分野）」で入学した者に、本学が定めたAからCの区分に応じて年間80万円から20万円を大学4年間、短大2年間、毎年給付します（毎年適
格審査あり）。

（国際文化）文学部国際文化学科対象
JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテストでの受賞や入賞者
IIBCエッセイコンテスト「私を変えた身近な異文化体験」の受賞者
全国高等学校英作文コンテストや英語スピーチコンテストの受賞や入賞者

「分野別入試（グローバル分野）」で入学した者に、本学が定めたAからCの区分に応じて年間80万円から20万円を大学4年間、短大2年間、毎年給付します（毎年適
格審査あり）。

給付奨学金

A区分：年間80万円
B区分：年間40万円
C区分：20万円

大学4年間、短大2年間 【問】（４）に該当する者 地域の制限なし 条件有りで併用可

四国大学 四国大学首都圏学生応援奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県内の高校・中等教育学校を卒業した入学生

給付奨学金
年間25万円

大学4年間、短大2年間 【問】（4）に該当する者 地域の制限なし 併用可

四国大学 ダブルディグリー留学生特別奨学金 その他 申請書提出時 留学費用支援制度
サザンクロス大学へのダブルディグリー留学生に、長期留学生給付金に加えて40万円を給付します。

給付奨学金
長期留学生給付金に加えて40万円を給付します。

【問】（６）に該当する期間 5名 地域の制限なし

徳島文理大学 村崎さい奨学金 在学中 毎年4月下旬～5月下旬頃 学費支援
奨学上経済援助が必要と認められ、かつ成績優秀にして学業継続の意思があると認められる者(在学中、学費担当者の事故(死亡)等により修学困難となった学生)

給付奨学金
当該年次授業料の年額

前期・後期の年2回 地域の制限なし 学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学
徳島文理大学就学奨学金 学校出願時 その他

入学及び在学中に、指定の金融機関から必要な納付
金を借り入れた場合、就学期間中の利息ならびに保
証料を奨学金として支給する。

入学及び在学中に、指定の金融機関から必要な納付金を借り入れた場合

給付奨学金

就学期間中の利息ならびに保証料

地域の制限なし 併用可 併用可

徳島文理大学 兄弟姉妹同時在籍者への奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
兄弟姉妹が同時に本学に在籍する入学者

給付奨学金
入学後10万円

1年次のみ 申込者全員 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

徳島文理大学 短期大学部専願入試入学者 入学手続時 用途を定めない経済的支援
短期大学部の専願入試（総合型選抜・指定校制推薦等）での入学者

給付奨学金
入学後10万円

1年次のみ 該当入試入学者全員 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

徳島文理大学 アカンサス会奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
本学卒業生でかつ同窓会会員の子であること

給付奨学金
入学後10万円

地域の制限なし アカンサス会事務局 併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学
薬学部・香川薬学部特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

薬学部・香川薬学部への入学希望者で、指定の入試を受験した結果、特に成績優秀な志願者に対し、（Ⅰ型）入学金及び学費を国立大学薬学部とほぼ同等。（Ⅱ
型）本学理工学部と同等とします。募集人数、選考人員、選考基準など詳しくは入学試験要項をご覧ください。 免除・減免

Ⅰ型は入学金・学費が国立大学薬学部とほぼ同額。Ⅱ型は本学理工学部と同額とします。詳し
くは入学試験要項をご覧ください。 地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学
薬学部・香川薬学部地域限定特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

薬学部・香川薬学部への入学希望者で、指定の入試を受験した結果、対象となる地域の成績優秀な志願者に対し、入学金及び学費を国立大学薬学部とほぼ同額
とします。募集人数、選考人員、選考基準など詳しくは入学試験要項をご覧ください。 免除・減免

入学金・学費が国立大学薬学部とほぼ同額。詳しくは入学試験要項をご覧ください。
地域の制限なし 併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学
薬学部・香川薬学部実務実習費免除 随時 その他

5年次病院および薬局における5カ月の実習費を免除
します。

在学生
免除・減免

5年次の病院および薬局における5カ月の実習費（およそ70～80万円）。
地域の制限なし 併用可 併用可

徳島文理大学
短期大学部資格取得奨励制度 学校出願時 資格取得支援制度

資格取得講座の開設、検定料補助や合格奨励金を給付します。

給付奨学金

【検定料補助や合格奨励金】
受験料の半額支援（上限3千円）
2級以上合格者は1万円給付

該当者全員 地域の制限なし 併用可 併用可

徳島文理大学
学校法人村崎学園「創立130周年記念特待生」制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

・一般入試Ⅰ期A日程入試受験者で学科が定める成績基準を満たすもの
※総合選抜型入試・指定校制推薦入試・公募制推薦入試などの入学手続き完了者で特待生制度を希望する方は、入学検定料不要で一般入試Ⅰ期A日程を受験
できます。
・対象学部：人間生活学部・保健福祉学部・総合政策学部・文学部・理工学部・短期大学部(音楽科除く)

給付奨学金

大学4年間で最大80万円、短大2年間で最大40万円
大学・短期大学部合わせて30名
程度

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学

スポーツ特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

スポーツ特待生入試合格者に対して経済的支援をおこないます。
・対象スポーツ種目(サッカー女子、バレーボール女子)

給付奨学金

【要件１】
大学4年間で最大100万円、短大2年間で最大50万円
【要件２】
大学4年間で最大50万円、短大2年間で最大25万円
※要件は高校での活動実績等で分かれます。詳しくは入学試験要項をご覧ください。

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学

音楽特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

音楽特待生入試合格者に対して経済的支援をおこないます。

給付奨学金

【要件１】
大学4年間で最大100万円、短大2年間で最大50万円
【要件２・3】
大学4年間で最大50万円、短大2年間で最大25万円
※要件は高校での活動実績等で分かれます。詳しくは入学試験要項をご覧ください。

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

徳島文理大学
「ミライのわたし」予約型応援奨学金 学校出願時

学費支援
用途を定めない経済的支援

・総合型選抜入試Ⅰ期にエントリーした奨学金希望者対象
・対象学部、人間生活学部、保健福祉学部、総合政策学部、理工学部、文学部、短期大学部（音楽科除く） 給付奨学金

大学4年間で最大80万円、短大2年間で最大40万円
【大学】100名程度
【短期大学部】50名程度

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

四国学院大学
指定校Ｓ特待生奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

1年生で全学部対象

学校推薦型選抜（指定校S）に合格し、優秀な成績を修めた学生で、経済的に修学困難である者
給付奨学金

①年間750000円（授業料全額相当額）
②年間375000円（授業料半額相当額） 1年間

①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 併用可 併用可

四国学院大学

予約型支給奨学金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

1年生～4年生の全学部生対象

本学を第一志望とし（大学院、編入は除く）、経済的に修学困難な者。
2年次以降は経済状況及び成績により継続審査する。

主たる家計支持者（父母のうち収入が多い方、父母がいない場合は父母の代わりに家計を支えている方）の最新の所得証明書記載の収入・所得が以下に該当す
る者。

・給与、年金収入額（課税前）：500万円以下
・その他、事業所得金額：200万円以下

受験後に申請することはできない。

給付奨学金

年間200,000円

原則4年間支給
①35名
②定員に達した場合は、募集を
行わない。

地域の制限なし 併用不可 条件有りで併用可

四国学院大学
スポーツおよび文化芸術活動特別支援奨学金 学校出願時 課外活動支援制度

1年生～4年生までの全学部対象

本学のスポーツおよび文化芸術活動を強化して活性化することを目的として奨学金を支給する。
成績状況により2年次以降も連続採用可能。

給付奨学金

①290000円（入学金相当額）
②年間750000円（授業料全額相当額）
③年間375000円（授業料半額相当額）
④年間187500円（授業料1/4相当額）

①入学時に支給
②～④4年間支給

地域の制限なし 併用可 併用可

四国学院大学

舞台芸術特別奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

1年生～4年生で舞台芸術（身体表現と舞台芸術メジャー）を主専攻とする者

本学を第一志望とし、舞台芸術（身体表現と舞台芸術メジャー）を意欲的に学ぶ強い意欲を有する者。
本学教員による選考によって選抜される。
成績状況により2年次以降も連続採用可能

給付奨学金

①750000円（授業料全額相当額）
②375000円（授業料半額相当額）

4年間支給 5名程度 地域の制限なし 併用可 併用不可

四国学院大学
特別推薦奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

1年生で全学部対象

特別推薦（被差別部落出身者、被差別少数者、身体障害者、キリスト者、文化の多様性）で入学した者。
給付奨学金

290,000円（入学金相当額）

入学時に支給 地域の制限なし 併用可 併用可

四国学院大学
協定校奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部対象

協定校から入学し、協定校校長の推薦のあった者。成績状況により2年次以降も連続採用可能
給付奨学金

①750,000円（授業料全額相当額）
②375,000円（授業料半額相当額） 原則4年間 地域の制限なし 併用可 併用可

四国学院大学
学費減免 在学中 全学年 入学金・授業料減免

全学年、全学部対象

出願募集の1年以内に突発的な諸事情（主たる家計支持者の死亡、倒産、解雇等）により経済的困難が生じ、学業に支障をきたした者
免除・減免

本人が当該年度分として納付する授業料の一部を減額免除

授業料請求時 地域の制限なし 併用可 併用可

四国学院大学
留学補助 在学中 留学前 入学金・授業料減免

2年生以上

姉妹校協定に基づき留学が許可された学生
給付奨学金

学費相当額

留学中 地域の制限なし 併用可 併用可

四国学院大学

入学金免除 学校出願時 入学金・授業料減免

1年全学部対象

①四国学院同窓会が同窓生本人・本人の父母・子・兄弟姉妹・祖父母・孫と認定した者
②兄弟姉妹が本学に在籍していて、受験生本人が入学する場合
③協定校の卒業生
④高大連携協定締結校の卒業生

免除・減免

290,000円（入学金相当額）

入学時 地域の制限なし 併用不可 併用可

四国学院大学

社会福祉士・精神保健福祉士国家試験奨励金 在学中 4年生 資格取得支援制度

4年生で社会福祉学部対象

社会福祉士・精神保健福祉士国家試験の受験に取り組む学生を対象として、成績及び生活態度が優れている者

給付奨学金

【社会福祉士国家試験受験コース】
①31,000円
②28,000円
③18,000円

【精神保健福祉士国家試験受験コース】
①54,000円
②30,000円
③18,000円

1回 地域の制限なし 併用可 併用可

聖カタリナ大学

学園奨学生 学校出願時 入学金・授業料減免

総合型選抜、指定校推薦選抜（前期）の受験者(対象学科：社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科)のうち、
①経済的事由により就学が困難であること。
②向上心の強い人物であること。
③本学の教育方針に従い、本学学生の模範となる人物であること。
④人物、学業共に優秀で志操堅固であること。
⑤健康状態良好で高等学校における出席状態が良いこと。
⑥高等学校または中等教育学校を2024年3月卒業見込みの者に限る。

また、高等学校の学習成績の状況(評定平均値))が4.0以上で、両親の収入合計が800万円以下の者
※（独）日本学生支援機構給付奨学金との併用不可

免除・減免

授業料の30％を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）

地域の制限なし 入試課 併用不可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学

スポーツ特待生Ａ・Ｂ・C 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

総合型選抜、スポーツ推薦選抜の受験者{対象学科：社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科}のうち、高等学校の学習成績の状況(評定平均値)が3.0以
上であり、以下に当てはまる者
剣道（男子・女子）・サッカー（男子）・硬式野球（男子）・バスケットボール（女子）の競技において
Ａ：公認された全国大会に出場し、その個人の実力が上位と認められ、入学後もその活躍が著しく期待できる者
Ｂ：県大会若しくは地区大会で上位の成績を収めた者及び個人の実力が高く評価され、入学後もその活躍が期待される者
Ｃ：活動実績がスポーツ特待生Ａ・Ｂの基準に達しないが、個人の実力が評価され、入学後もその活動が期待される者
原則として出願までに練習に1日以上参加し、実力が高く評価された者

免除・減免

スポーツ特待生Ａ：授業料の全額を給付
スポーツ特待生Ｂ：授業料の50％を給付
スポーツ特待生Ｃ：授業料の25％を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。
※剣道は特待生Ｂ・Cのみの募集となります。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学

専願特待生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

総合型選抜、指定校推薦選抜、専願推薦選抜、スポーツ推薦選抜の受験者(対象学科：社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科)のうち、高等学校の学習
成績の状況(評定平均値)が4.5以上で、両親の収入合計が800万円以下の者
※（独）日本学生支援機構給付奨学金との併用不可

免除・減免

授業料の30％を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。 4年間（1年毎に継続審査あ

り）
地域の制限なし 入試課 併用不可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学
特待生 その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜、共通テスト利用選抜受験者(対象学科：社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科)の成績優秀者

免除・減免

授業料の30％を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学
ひとり暮らしスタート支援金 学校出願時

学費支援
入学金・授業料減免

受験生のうち、遠隔地により下宿や寮でひとり暮らしをする者(対象学科：社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科)
高等学校の学習成績の状況（評定平均値）が3.0以上で、両親の収入合計が500万円以下の者 免除・減免

授業料から30万円を減免

入学時のみ 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

聖カタリナ大学

看護学科奨学生 学校出願時 入学金・授業料減免

指定校推薦選抜、公募制推薦選抜、学園特別推薦選抜の受験者(対象学科：看護学科)のうち、
①学習成績の状況(評定平均値)が4.3以上の者
②両親の収入合計が800万円以下の者
※（独）日本学生支援機構給付奨学金との併用不可
③向学心の強い人物であること。
④本学の教育方針に従い、本学学生の模範となる人物であること。
⑤人物、学業共に優秀で志操堅固であること。
⑥健康状態良好で高等学校における出席状態が良いこと。

免除・減免

授業料の30％を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）

地域の制限なし 入試課 併用不可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学
看護学科特待生Ａ その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

試験選抜受験者(対象学科：看護学科)の成績最優秀者

免除・減免

授業料の全額を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学
看護学科特待生Ｂ その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

試験選抜、共通テストプラス選抜(Ａ日程)受験者(対象学科：看護学科)の成績優秀者

免除・減免

授業料の50％を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学
看護学科ひとり暮らしスタート支援金 学校出願時

学費支援
入学金・授業料減免

看護学科受験生のうち、
①学習成績の状況(評定平均値)4.0以上の者
②遠隔地により下宿や寮でひとり暮らしをする者
③両親の収入合計が600万円以下の者

免除・減免

授業料から30万円を減免

入学時のみ 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

聖カタリナ大学
在学支援制度 入学後

学費支援
入学金・授業料減免

社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科、看護学科の在学生（2～4年生）で
一定の取得単位数を満たしており、両親の収入合計が600万円以下の者
ただし、(独)日本学生支援機構の「給付奨学金」との併用不可。

免除・減免

授業料の50％を減免

1年間（※継続申請可） 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学

緊急支援制度 随時
学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

社会福祉学科、人間社会学科、健康スポーツ学科、看護学科の在学生（1～4年生）で
両親の収入合計が800万円以下の者
(独)日本学生支援機構の「給付奨学金」受給者も申請可。

※入学後に、主たる家計の支持者の死亡・長期入院・失業及び災害等の事由により
授業料等の納入が不可能になった時（事由発生から1年以内に申請）

免除・減免

授業料の50％を減免

1年間 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

聖カタリナ大学
社会福祉学科奨学生 学校出願時 入学金・授業料減免

受験生のうち、以下にいずれかに該当する者(対象学科：社会福祉学科)
1.介護福祉士資格・介護福祉士国家試験受験資格・保育士資格を取得している者、または当該年度中に取得見込みの者
2.実務者研修を修了している者、または当該年度中に修了見込みの者

免除・減免

授業料の30%を給付
※授業料の給付については、授業料から奨学金額に該当する金額の納付を免除することで給
付したものとします。

4年間（1年毎に継続審査あ
り）
※3年次編入学生は2年間

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

松山東雲女子大学
しののめ修学奨励金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

① 2024年3月卒業見込みの高校生で、本学を専願とする者。
② 全体の学習成績の状況が3.3以上の者。
③ 日本学生支援機構給付奨学金の家計基準に該当しない者（日本学生支援機構ホームページ「進学資金シミュレーター」必須）かつ世帯年収が800万円以下の
者。
※「採用候補者決定通知」が届いていない場合は、本制度に申請することが可能です。なお、採用候補者になった場合は、本制度の採用は取り消されます。

給付奨学金

年額20万円

15名 地域の制限なし 入試課 併用不可 条件有りで併用可

松山東雲女子大学
ひとり暮らし応援奨励金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

① 2024年3月卒業見込みの高校生で、本学を専願とする者。
② 愛媛県外在住または愛媛県内の島しょ部に在住の者。
③ 愛媛県外から愛媛県内の高校に進学し、寮またはひとり暮らしをしている者。

給付奨学金

入学時に10万円

15名 地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

松山東雲女子大学 児童養護施設入所者奨励金 学校出願時 用途を定めない経済的支援
児童養護施設特別選抜の受験者対象

給付奨学金
入学時に12万円

若干名 愛媛県 入試課 併用可 併用不可

松山東雲女子大学
地域人材育成奨励金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

①2024年3月卒業見込みの高校生で、高等学校等で地域連携・地域貢献に関わる活動に取り組んできた実績のある者。
②入学後も地域で活躍する意欲を持っている者。 給付奨学金

奨励金として3万円支給
各専攻2名以内 地域の制限なし 入試課 併用不可 条件有りで併用可

松山東雲女子大学
しののめ姉妹在学奨励金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

① 2024年3月卒業見込みの高校生で、本学を専願とする者。
② 本学に姉または妹が在学している者。または姉妹が同時に入学する場合。（同時に入学する場合は姉が対象）
③ 先に在学している姉（もしくは妹）が本学の正規課程履修生で、最短修業年限内であること。
　※対象者が入学と入れ替わりに姉（もしくは妹）が卒業する場合は、本制度は適用されません。

給付奨学金

入学時に20万円

5名 地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

松山東雲女子大学
編入学支援奨励金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

松山東雲短期大学を卒業見込みまたは卒業した者。
２年次前学期の累積GPAの順位が在学する学科の1/2以上。（卒業した者については卒業時のGPAを基準） 給付奨学金

年額25万円
10名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

松山東雲女子大学
学校推薦型選抜［スポーツ］特待生 その他 特待生審査書類提出期間に申請 特待生・成績優秀者

特待生A：全国大会に出場し、優秀な競技実績を収めた者。
特待生B：地方大会（四国大会・九州大会等）に出場し、優秀な成績を収めた者。 給付奨学金

※大会実績等に基づき学内審査にて決定

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

松山東雲女子大学 成績優秀特待生 その他 合格に同封します。 特待生・成績優秀者
一般選抜［A日程］の成績優秀者

給付奨学金
授業料の半額相当

各専攻1名 地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

高知リハビリテーショ
ン専門職大学 高知リハビリテーション専門職大学奨学生制度（成績優秀） 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・大学の規程により、成績が優秀であると認められた学生（1年生～4年生）。

免除・減免

学納金（納付された分の授業料）の返還。
・各学年各クラスより最大1名。
（最大計12名）

地域の制限なし 併用可 併用可

高知リハビリテーショ
ン専門職大学

学生支援奨学金制度 入学手続時 その他 家賃充当
遠隔地から入学する新入生が対象。（年内の専願入試合格者）

給付奨学金
月額20,000円給付

最大4年間（休学期間除く） 1学年10名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可
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